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で
、
有
効
で
あ
豆
も
否
定
で
き
な
い
。
本
稿
は
、
「
柔
軟
な
職
務
構
造
」
法
政
大
学
大
原
社
会
問
題
研
究
所
編
『
労
働
の
人
間
化
１
１
人
間
と
仕
事
の
調
和
を
求
め
て
』
（
総
合
労働研究所、一九八六年）と対をなす、個別企業の本社ヒヘルの聴き取り調査をまとめたものである。
こ
こ
で
職
務
構
造
と
い
う
の
は
、
課
・
係
・
班
、
装
置
な
ど
へ
の
従
業
員
の
配
置
や
、
従
業
員
へ
の
仕
事
の
配
分
を
意
味
し
て
い
る
。
最
近
時
点
の
日
本
で
は
、
こ
の
配
置
・
配
分
は
流
動
的
で
あ
る
。
過
去
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
変
化
も
み
ら
れ
る
。
筆
者
は
、
こ
れ
を
日
本
固
有
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
て
い
な
い
が
、
現
在
の
日
本
の
企
業
で
一
般
的
で
あ
る
。
柔
軟
な
職
務
構
造
は
、
「
日
本
的
経
営」について世界的な関心が集まるなかで、最近改めて注目されている。欧米諸国で、これに見習うものもでている。
柔
軟
な
職
務
構
造
は
、
こ
れ
ま
で
、
大
規
模
な
要
員
削
減
、
急
速
な
技
術
革
新
、
高
齢
化
、
市
場
の
変
動
な
ど
に
、
企
業
が
対
処
す
る
上
で
、
有
効
で
あ
っ
た
。
ま
た
働
き
甲
斐
を
実
現
し
て
い
る
面
も
あ
る
。
し
か
し
、
生
活
の
不
安
定
化
を
は
じ
め
と
す
る
問
題
を
伴
う
こ
と
第二次大戦後の経済再建の過程で、賃金制度の合理化を目指して、職務給の導入を試みた企業があり、また、’九
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
一
大企業における配置と仕事の配分の柔軟性
問
題
の
所
在
嶺
学
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
一一
六○年代にも、技術革新に伴う諸変化を背景に、再度、職務給化の動きがあった。さらに、アメリカの人事・労務管
理が紹介され、職務分析が合理的管理の基本的方法であると説かれた。職務給もその第一ステップとして職務分析を
用
い
て
い
る
。
職
務
分
析
に
よ
り
明
細
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
職
務
に
も
と
づ
き
、
人
事
・
労
務
管
理
を
行
な
お
う
と
す
る
場
合
、
こ
れ
を
職務中心的管理とよぶことができる。
日本の代表的企業の相当数は、職務中心的管理のため努力した。しかし、これらの企業も、配置と仕事の配分にお
け
る
柔
軟
性
の
も
つ
メ
リ
ッ
ト
も
認
め
、
こ
れ
を
維
持
し
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
た
。
一
般
の
企
業
で
は
、
柔
軟
な
職
務
構
造
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
ど
の
よ
う
に
推
移
し
て
き
た
か
は
「
柔
軟
性
」
の
ゆ
え
に
と
ら
え
難
い
。
他
方
、
職
務
分
析
・
職
務
評
価
と
い
う
厳
格
な
手
続
を
適
用
し
た
企
業
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
そ
の
手
続
の
適
用
の
仕
方
や
結
果
を
利
用
し
た
制
度
に
、
柔
軟
な
職
務
構
造
の
実
態
が
写
し
出
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
職
務
給
を
導
入
し
、
職
務
中
心
的
管
理
を
行
な
お
う
と
し
た
、
代
表
的
企
業
を
対
象
に
調
査
を
行
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
は
、
会
社
全
体
と
し
て
、
制
度
の
推
移
を
中
心
に
検
討
し
た
。
職
務
中
心
的
な
管
理
を
追
求
し
て
き
た
日
経
連
職
務
分
析
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
み
る
と
、
こ
こ
に
集
う
企
業
は
、
当
初
、
職
務
構
成
の
な
か
に
弾
力
的
な
仕
事
と
人
の
結
合
を
実
現
し
た
。
例
え
ば
、
大
括
り
の
職
務
と
す
る
こ
と
、
連
合
職
務
編
成
と
す
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
次
に
、
ア
メ
リ
カ
型
の
職
務
を
設
定
し
て
い
た
企
業
も
、
職
務
の
大
括
り
化
な
ど
の
変
更
を
行
な
い
、
職
務
に
柔
軟
性
を
与
え
た
。
こ
の
よ
う
に
、
職
務
編
成
を
緩
や
か
な
も
の
と
す
る
と
、
職
務
内
に
困
難
度
を
異
に
す
る
課
業
が
含
ま
れ
る
一
方
、
担
当
者
の
能
力
を
評
価
す
る
必
要
が
生
じ
る
。
能
力
評
価
に
客
観
性
を
保
つ
努
力
と
し
て
課
業
を
ベ
ー
ス
と
す
る
仕
事
と
人
の
評
価
が
登
場
し
て
い
る
。
以
上
の
こ
と
は
前
掲
論
文
に
も
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
事
例
調
査
で
も
、
以
上
に
沿
っ
た
推
移
が
み
ら
れ
る
が
、
さ
ら
に
、
シ
ス
テ
ム
的
労
働
の
出
現
、
仕
事
と
の
結
合
を
最
大
限
緩
和
し
た
配
置
と
仕
事
の
配
分
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
Ａ
社
は
、
長
い
歴
史
を
も
つ
大
手
製
紙
会
社
で
あ
る
。
全
国
に
数
工
場
と
多
数
の
関
連
企
業
を
擁
し
、
従
業
員
数
は
四
○
○
○
名
を
超
える。当社は、職務給の導入で先進的な役割を果たした。純度の高い制度を確立しようとした時期もあり、職務中心
的
管
理
が
日
本
の
経
営
に
ど
の
よ
う
に
定
着
し
得
る
か
、
現
実
の
場
面
で
各
種
の
「
実
験
」
を
し
た
と
も
言
え
る
。
Ａ
社
で
は
、
’
九
四
九
年
に
職
務
給
の
前
身
と
い
う
べ
き
「
職
階
給
」
を
導
入
し
た
。
こ
の
頃
、
経
営
者
団
体
等
に
よ
っ
て
電
産
型
賃
金体系から職階給への移行が提唱されており、これに沿った改革である。本林方式の原型により、職掌区分なしに職
務評価を行なった。賃金表は、一一五職級で各職級一五の号俸があった。仕事と賃金の結びつきは緩やかであった。
’九五一一年、本格的な職務給が導入される。作業職と事務職に職掌を区分して、当社独自の評価基準を適用した。
両
職
掌
の
職
級
数
は
一
八
お
よ
び
六
で
、
賃
金
表
は
、
各
職
級
標
準
値
の
上
下
に
比
較
的
狭
い
レ
ン
ジ
を
設
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
基
本
給
の
四
分
の
三
が
職
務
給
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
定
期
昇
給
を
「
加
給
」
で
行
な
う
こ
と
と
し
た
。
’九六四年の変更では、職掌を七分類したこと、それぞれに適した評価方法を用いることにしたことが特徴である。
本
給
の
中
に
号
俸
が
設
け
ら
れ
、
技
能
の
上
昇
が
こ
こ
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
点
は
、
そ
の
後
の
推
移
と
の
関
連
で
注
目
される。加給の定期昇給の制度は維持された。
そ
の
後
、
一
九
七
一
年
に
は
、
職
務
と
人
の
弾
力
的
結
合
を
目
指
し
て
、
職
務
の
と
ら
え
方
を
職
能
的
に
す
る
こ
と
を
中
心
と
し
て
制
度変更があり、以後今日に及んでいる。’五年を経て、運用上の問題も生じ、検討がなされているが、成案に達して
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
一一一
１
制
度
の
推
移
二
Ａ
製
紙
の
ケ
ー
ス
２
効
率
化
を
目
指
す
職
務
編
成
一
九
六
四
年
の
職
務
給
制
度
の
変
更
に
あ
た
っ
て
は
、
目
的
意
識
的
な
行
動
か
否
か
不
明
で
あ
る
が
、
職
務
編
成
を
な
る
べ
く
熟
練
程
度
別
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
従
業
員
の
能
力
の
効
率
的
使
用
を
目
指
し
た
。
こ
れ
は
、
ア
メ
リ
カ
流
の
職
務
分
析
の
前
提
と
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
時
点
で
み
れ
ば
、
熟
練
度
の
高
低
に
応
じ
た
職
務
が
存
在
す
る
場
合
に
、
そ
の
レ
ベ
ル
の
熟
練
の
労
働
者
を
配
置
す
れ
ば
、
人
件
費
が
安
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
る
に
、
『
職
務
研
究
」
に
お
け
る
報
告
に
よ
れ
ば
、
当
社
に
お
い
て
も
、
制
度
変
更
以
前
は
、
販
売
部
門
の
例
に
み
ら
れ
た
よ
う
に
、
業
務
の
分
担
が
縦
割
り
で
、
一
人
の
者
が
レ
ベ
ル
の
異
る
多
様
な
課
業
を
分
担していた。この場合、能力以下の仕事のために時間が割かれており、恐らく人件費の浪費が生じていたと解される。
制
度
改
革
で
は
、
次
の
点
で
、
効
率
化
の
方
針
が
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
第
一
は
、
職
掌
区
分
に
お
い
て
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
までは、作業職、事務・技術職の二区分で職務給が適用されていたが、六区分の職掌がおかれた。「製造職」（製造工
程の従事者で「監督職」の指揮をうける）、「事務職」（手順の定められた書記的職務群。「準管理職」「専門職」の指
揮
を
う
け
る
）
、
「
技
能
職
」
（
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
の
グ
ル
ー
プ
）
、
「
専
門
職
」
（
研
究
開
発
等
に
従
事
す
る
技
術
者
）
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
三
回
の
制
度
変
更
は
、
職
務
中
心
的
管
理
を
志
向
し
た
先
進
的
企
業
に
お
け
る
動
き
と
照
応
し
、
ま
た
は
こ
れ
を
代
表
し
て
い
る
。
こ
れ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
経
済
環
境
等
を
反
映
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
製
紙
業
の
お
か
れ
た
条
件
、
特
に
最
近
で
は
、
低
成
長
と
省
力
化
の
必
要
な
ど
を
反
映
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
仕
事
と
人
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
、
公
表
さ
れ
た
資
料
の
あ
る
、
六
四
年
以
降
の
制度における事務関係職掌の職務編成、現行制度とその運用上の問題について述べる。
いない。
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
四
うな職掌区分が行なわれたのは、同質の職務群とした方が、きめ細かな管理がし易いと判断したためである。
職
掌
区
分
に
お
い
て
、
事
務
部
門
等
に
あ
っ
て
は
準
管
理
職
と
事
務
職
務
が
区
別
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
発
展
な
ど
で
、
判断を要する職務と比較的単純な書記的職務は区別できると考えたためである。これは、職務の横割り編成である。
同
じ
考
え
方
は
、
日
常
的
な
技
術
業
務
を
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
に
委
ね
、
大
学
卒
の
技
術
者
は
、
創
造
的
な
仕
事
に
従
事
す
る
と
い
う
分
業
関
係を予定して、「技能職」と「専門職」をおいたことにも表れている。
第
二
に
、
職
務
編
成
に
お
い
て
、
縦
割
り
を
横
割
り
分
担
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
ほ
か
、
課
業
に
降
り
て
技
能
段
階
区
分
を
行
な
い
職務編成する独自の手続を採用した。すなわち、準管理職および事務職について、各課の部分課業を「難易度段階基
準」（五段階、段階の定義と必要な知識・能力の要件を定める）で評価し、横割りとなるように課業を再配分した。こ
のようにして再編成した職務は連合職務記述書に記載された。すなわち、あるべき姿として、横割りに職務再編成し、
事務系職種の場合、準管理職一、一般職一一、補助職一一の五段階とした。テクーーシャンの仕事についても、技能段階基準
が作られ、準管理職一段階を含め四段階の連合職務編成となった。組合員である専門職は、職務内容の与えられ方、
監
督
・
被
監
督
の
度
合
な
ど
に
よ
っ
て
三
段
階
に
区
分
さ
れ
た
。
こ
の
職
務
再
編
成
の
過
程
で
、
準
管
理
職
の
う
ち
、
ラ
イ
ン
の
統
轄
者
である主任については、横割りの課業配分の結果、一人分の仕事とならない場合があり、主任ポストが削減された。
以
上
の
職
務
編
成
の
も
と
で
、
昇
進
は
次
の
よ
う
な
形
を
と
っ
た
。
職
務
編
成
が
技
能
・
熟
練
段
階
別
と
な
っ
て
お
り
、
各
人
の
業
務
遂行能力および実際に担当している内容と職務記述書とを対比して、個人がどの職務を行なっているか判定される。
現
実
に
は
、
上
位
の
課
業
が
与
え
ら
れ
、
こ
れ
を
実
際
に
経
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
で
能
力
を
伸
張
し
て
ゆ
く
こ
と
が
多
か
っ
た
であろうと推定される。いずれにしても、個人はこの場合、「技能昇進」する。｜方、準管理職の職位への昇進は補
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
五
３
職
能
的
職
務
編
成
当
社
の
第
三
回
目
の
職
務
給
制
度
の
改
訂
は
、
そ
の
基
礎
で
あ
る
職
務
を
職
能
的
に
編
成
す
る
も
の
で
、
従
来
の
職
務
の
考
え
方
を
大
き
く
修
正
し
た
。
Ａ
社
の
Ｍ
勤
労
部
長
は
日
経
連
職
務
分
析
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
「
職
務
と
人
と
の
弾
力
化
」
の
提
唱
（
’
九
七
三
年
）
に
つ
い
て
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
当
社
の
制
度
改
革
は
、
さ
き
に
触
れ
た
職
務
と
人
と
の
関
係
の
弾
力
化
と
い
う
職
務
中
心
的
管
理
の
方
向
転
換
の
典
型
例
を
な
し
て
い
る
。
２
で
は
、
職
務
編
成
に
効
率
化
の
原
則
が
支
配
的
で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
人
間
化
の
原
則
（
仕
事
に
お
け
る
自
己
実
現
な
ど
）
が
、
効
率
化
の
原
則
と
と
も
に
採
用
さ
れ
た
。
当
社
の
場
合
も
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
紹
介
さ
れ
て
い
た
行
動
科
学
の
考
え
方
に
同
調
し
、
職
務
に
人
が
拘
束
さ
れ
る
の
で
は
な
く
職
務
そ
の
も
の
を
変
え
る
方
針
が
と
ら
れ
る
。
効
率
化
の
面
で
は
、
こ
の
産
業
が
当
時
す
で
に
長
期
不
況
下
に
あ
り
、
人
員
削
減
を
必
要
と
し
て
い
た
こ
と
、
人
員
を
増
加
す
る
こ
と
な
く
四
組
三
交
替
制
を
導
入
し
よ
う
と
し
て
お
り
、
そ
の
際
、
職
務
別
に
要
員
数
が
決
ま
っ
て
い
て
は
対
処
で
き
な
い
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
「
誰
で
も
、
ど
こ
で
も
、
な
ん
で
も
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
会
社
は
掲
げ
た
。
多
能
工
化
、
柔
軟
な
仕
事
の
配
分
又
は
人
の
配
置
を
打ち出したと言えよう。
まず要員数であるが、
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
一ハ
充
昇
進
で
、
そ
の
職
位
が
空
い
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
担
任
と
よ
ば
れ
る
ス
タ
ッ
フ
の
職
位
で
は
、
そ
れ
が
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
候
補
者
が
講
習
と
試
験
を
う
け
て
後
、
は
じ
め
て
昇
進
が
可
能
と
な
る
。
以
上
の
諸
手
続
は
、
ア
メ
リ
カ
的
な
職
務
の
管
理
を
志
向
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
同
一
職
種
内
で
は
、
課
業
に
降
り
て
、
熟
練
程
度
別
に
職
務
を
設
定
し
、
運
用
上
は
個
人
能
力
の
評
価
を
行
な
う
こ
と
と
な
り
、
職
能
に
よ
る
管
理
へ
の
接
近
を
示
し
た
。
従
来
は
現
業
に
つ
い
て
組
織
単
位
（
工
場
の
係
な
ど
）
の
職
務
別
に
配
置
人
員
が
決
ま
っ
て
い
た
が
、
現
在
第１図職能的職務編成のモデル（Ａ製紙）
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は組織単位ごとに全体として何人かが、労使問の協議で決めら
れている。監督職など個別的職務編成の職掌では従来通りであ
る。また、事務分野では製造職のような協定はない。参考文献
における紹介によれば、新制度下では、組織単位内の者の能力
が全体として高くなり、能力に比較して低い課業を現実に担当
す
る
こ
と
が
あ
り
、
ま
た
逆
の
場
合
も
生
ず
る
。
そ
こ
で
「
基
本
分
担
図」とよばれる課業割当の目安を作って、課業配分の管理の参
考
と
し
た
。
こ
れ
は
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ル
ー
ト
と
し
て
も
役
立
ち
う
るものであった。
職務編成としては、職務遂行能力の伸びに応じて仕事を拡大
できることを予定して、職務系列を一一つ以上含むように職種を
設
定
し
た
。
従
業
員
は
、
技
能
を
習
得
し
つ
つ
、
多
能
工
化
す
る
よ
う
に
、
職務は連合編成となっている。第１図が、製造職についてのモ
デルである。職種は、制度改革で新たに重要な位置を与えられ、
そ
の
中
で
、
従
業
員
が
日
常
的
ま
た
は
月
単
位
な
ど
に
仕
事
を
交
替
し
合
い
、
技
能
を
伸
張
し
、
昇
進
す
る
単
位
で
あ
る
。
職
種
は
、
職
務
要
件
の
類似性、作業上融通可能な範囲に着目して設定された。従来と
七
先任○○係 ｡＋◎ 
Ｂ 
グループ
リーダー
Ｂ
ータ
Ｂ 
ヘルノｆ－
Ａ 
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以
上
の
組
み
立
て
を
前
提
と
し
て
、
新
制
度
で
は
従
業
員
の
昇
進
に
関
し
て
は
、
「
技
能
昇
進
」
す
な
わ
ち
、
技
能
伸
張
に
よ
る
個
人
の
上
位
職
級
へ
の
編
入
が
重
要
と
な
っ
た
。
新
制
度
下
で
も
監
督
職
務
（
交
替
係
長
、
日
勤
係
長
）
、
準
管
理
職
掌
に
お
け
る
ラ
イ
ン
の
職
務
（
主
任
）
な
ど
に
つ
い
て
は
、
従
来
通
り
個
別
職
務
編
成
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
補
充
昇
進
、
ま
た
、
新
規
学
卒
後
の
短
期
間
は
自
動
昇
進
（
職
級
お
よ
び
号
給
に
お
け
る
も
の
）
が
あ
る
が
、
そ
の
ほ
か
は
、
技
能
昇
進
と
な
っ
た
。
大企業における配置と仕事の配分の柔軟性
八
の違いは、従来は職務が個別に編成され、職務別要員数が決っており、補充昇進となっていたのに対して、新制度で
は
、
技
能
の
伸
張
・
拡
大
に
伴
い
、
個
人
の
職
務
上
の
格
付
け
が
上
昇
す
る
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
監
督
職
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
個
別
職
務
編
成
で
あ
っ
た
。
以
上
は
、
製
造
工
程
に
関
す
る
部
分
で
あ
る
。
事
務
部
門
に
つ
い
て
も
、
同
じ
考
え
で
職
種
・
職
務
の
編
成
が
な
さ
れ
た
。
職
種
が
職
務
遂
行
能
力
拡
大
の
観
点
で
な
る
べ
く
広
く
設
定
さ
れ
た
。
補
助
的
事
務
に
つ
い
て
従
来
各
係
別
と
な
っ
て
い
た
職
務
を
課
の
範
囲
の
広
が
り
に
統
合
す
る
と
い
っ
た
職
務
拡
大
的
な
変
更
も
あ
っ
た
。
事
務
分
野
で
は
、
形
態
的
な
変
化
は
少
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
職
務
編
成
の
縦
割
り
区
分
で
あ
る
職
種
が
意
識
的
に
管
理
の
単
位
と
さ
れ
た
こ
と
は
、
｜
時
点
に
お
け
る
人
件
費
の
節
約
で
は
な
く
、
長
期
的
な
熟
練
・
技
能
の
伸
張
を
目
指
し
た
も
の
と
言
え
よ
う
。
職
務
評
価
は
、
基
本
的
に
分
類
法
で
、
適
用
の
結
果
、
①
監
督
職
に
つ
い
て
二
職
級
、
製
造
職
に
つ
い
て
五
職
級
、
②
準
管
理
職
に
つ
い
て
一
職
級
、
事
務
職
に
つ
い
て
四
職
級
に
分
け
ら
れ
る
プ
ラ
ン
で
あ
る
。
た
だ
し
、
製
造
職
の
上
位
、
監
督
職
に
つ
い
て
は
、
職
級
内
の
小
区
分
が
お
か
れ
た
。
こ
の
小
区
分
は
、
そ
の
後
一
部
統
合
さ
れ
た
。
本
給
表
（
基
本
給
は
本
給
と
加
給
か
ら
な
る
）
は
、
職
掌
お
よ
び
職
級
別
に
定
め
ら
れ
、
同
一
職
級
に
、
製
造
職
で
三
、
事
務
職
で
は
三
、
監
督
職
で
は
七
の
号
給
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
同
一
職
級
で
も
人
に
よ
り
技
能
程
度
に
差
が
あ
る
と
し
て
設
け
ら
れ
た
も
三、監督密
のである。
技能昇進の手続は以下の通りである。前記の通り、職能的職務編成が行なわれているが、その職務について、製造
職では「職務編成書」（職務記述書）に、連合形式で職務概要と課業が列挙されている。事務職については、「職務別
主要課業表」がある。これは、例えば、「工場上級厚生係」「工場厚生係」「勤労厚生事務係（一一ランク）」の主要課業
が
何
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
業
員
は
、
職
種
内
の
応
援
融
通
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
順
次
上
位
の
課
業
を
経
験
す
る
機
会
が与えられているから、年一回の技能判定に当っては対象者、すなわち現在の職級で最高号給を支給されて一年以上
の
者
が
上
位
の
課
業
を
遂
行
で
き
る
か
検
討
し
て
遂
行
で
き
る
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
一
つ
上
の
職
務
に
個
人
を
格
付
け
る
こ
と
と
な
る
。
この際、技能考課の結果も参照される。技能考課は、本給の昇給（同一職級で号給が進むこと）にも用いられ、一般
職
の
場
合
、
職
務
知
識
、
職
務
技
術
、
判
断
力
が
評
価
要
素
で
あ
る
。
なお本給の昇給は、自動的ではないが、昇給が行なわれない場合、その個人に対し、定額の加給が付される。これ
は
、
長
期
勤
続
に
対
す
る
保
障
の
意
味
を
も
つ
。
４
シ
ス
テ
ム
労
働
へ
の
移
行
Ａ社は、’九七一年の改革以来、小規模な改訂以外を行なわず、今日まで約一五年を経た。近年、環境条件の変化
が
あ
っ
て
、
運
用
上
に
問
題
を
生
じ
、
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
環境条件変化のひとつは、技術革新である。ここ数年間、装置運転のオートメーション化が進んだほか、装置の性
能
が
向
上
し
、
監
視
労
働
の
必
要
性
が
少
な
く
な
っ
て
き
た
。
こ
の
こ
と
は
、
工
場
内
に
お
い
て
職
種
集
団
が
小
さ
く
な
る
一
方
、
複
数
の
装
置
を
監
視
す
る
な
ど
の
状
況
を
生
じ
て
い
る
。
そ
の
監
視
も
、
中
央
の
パ
ネ
ル
で
い
く
つ
か
の
工
程
を
統
制
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
九
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
一○
ま
た
以
前
に
は
個
人
の
知
識
・
熟
練
に
対
応
し
た
作
業
の
持
ち
場
（
部
署
）
が
あ
っ
た
が
、
今
日
で
は
、
全
員
が
絶
え
ず
持
ち
場
を
変
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
現
場
の
労
働
が
、
個
別
の
機
器
、
装
置
や
そ
の
部
署
を
取
扱
う
の
で
な
く
、
集
団
と
し
て
シ
ス
テ
ム
を扱うという性格が強まった。
産業の成熟化と関連して、減量経営が続いており、これは、一方で新規入職者が少ないため労働者の大多数が熟練
レ
ベ
ル
の
上
限
に
達
し
て
、
熟
練
が
平
準
化
す
る
傾
向
を
生
じ
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
、
少
数
精
鋭
主
義
の
た
め
、
経
験
年
数
の
短
い
下
位
職
種
の
者
も
経
験
の
長
い
上
位
職
級
者
と
同
様
な
仕
事
を
こ
な
す
こ
と
が
必
要
と
な
り
、
実
際
に
こ
な
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
、
市
場
の
条
件
に
適
応
す
る
た
め
に
、
配
置
転
換
や
、
職
掌
を
こ
え
た
応
援
な
ど
も
多
い
。
職
掌
を
こ
え
た
応
援
の
例
と
し
て
は
、
現
場の監督者を紙のユーザーのもとに「セールス・エンジニヤ」として送り意見を聞くといった例もみられる。
以
上
の
よ
う
に
、
労
働
の
性
格
が
変
り
つ
つ
あ
る
こ
と
、
環
境
条
件
に
対
応
す
る
た
め
柔
軟
な
労
働
力
の
利
用
が
必
要
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
職
務
編
成
に
よ
り
整
序
し
た
職
務
に
基
く
管
理
は
も
ち
ろ
ん
、
課
業
を
介
し
て
技
能
を
評
価
す
る
こ
と
に
よ
る
管
理
も
、
経
営
に
と
っ
て
満
足
の
ゆ
く
も
の
で
な
く
な
っ
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
会
社
は
、
こ
れ
ま
で
も
、
細
分
し
て
い
た
職
級
を
統
合
し
て
、
配
置
を
容
易
に
す
る
な
ど
の
対
応
策
を
講
じ
て
き
た
が
、
そ
の
ほ
か
の
改
革
も
模
索
し
て
い
る
。
た
だ
、
Ａ
社
は
、
簡
単
に
は
両
立
し
難
い
要
請
、
特
に
長
期
勤
続
に
伴
う
賃
金
や
地
位
の
保
障
と
職
務
・
職
能
に
よ
る
管
理
、
ま
た
、
か
っ
て
の
「
誰
で
も
、
ど
こ
で
も
、
な
ん
で
も
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
よ
う
に
職
務
に
か
か
わ
り
な
い
人
間
資
源
有
効
利
用
の
徹
底
と
能
力
の
客
観
的
評
価
の
調
和
の
途
を
見
出
さ
な
け
れ
ば
な
るまい。５示
唆
この改革によって、職務編成は、それ以前のアメリカ型の横割り型から、縦割区分の職種を単位として管理するも
の
と
な
っ
た
。
こ
れ
を
職
場
の
現
実
に
即
し
て
言
え
ば
、
係
、
班
な
ど
の
組
織
単
位
を
職
務
編
成
の
単
位
と
み
な
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
ような職種集団は、熟練や年齢を異にする構成員より成り、監督者により、集団の慣習により、課業を分担したり、
交
替
し
合
っ
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
通
じ
て
個
人
の
技
能
が
伸
張
す
る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
は
広
く
存
在
す
る
が
、
当
社
の
制
度
改革ではこれを認めたうえ、制度化したものと言えよう。職種の中は連合職務編成となった。
こ
の
制
度
の
運
用
上
は
、
技
能
の
評
価
が
大
事
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
、
課
業
を
介
し
て
客
観
的
に
な
さ
れ
る
は
ず
で
あ
っ
た
が
、
実
際
上は、長期勤続者の保障を求める圧力などによって、予定通りに行かなかったのではあるまいか。
紙
パ
ル
プ
産
業
の
お
か
れ
て
い
る
状
況
か
ら
、
最
近
で
は
従
業
員
の
労
働
が
、
シ
ス
テ
ム
を
小
さ
な
集
団
で
担
当
す
る
と
か
、
従
業
員
として特定の仕事を離れて何でも、どこでもするといった流動性を帯び、その必要も高まっているようで、職務編成
に
よ
り
、
あ
る
い
は
重
点
課
業
と
の
関
り
で
従
業
員
と
そ
の
能
力
を
位
置
づ
け
管
理
す
る
方
法
は
、
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
当
社
の
職
務
給
を
中
心
と
し
た
人
事
・
労
務
管
理
は
職
務
中
心
的
管
理
か
ら
次
第
に
職
能
中
心
的
管
理
に
移
行
し
た
が
、
さ
ら
に
そ
Ａ
社
は
、
純
度
の
高
い
職
務
給
を
一
九
五
二
年
に
導
入
し
、
そ
の
後
、
定
期
昇
給
を
組
み
合
わ
せ
る
な
ど
の
日
本
的
適
応
を
し
た
。
そ
の
後
の
、
改
革
も
注
目
す
べ
き
も
の
が
あ
る
。
一
九
七
一
年
の
制
度
改
革
は
、
仕
事
と
人
と
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
、
職
能
的
職
務
編
成
を行ない、それ以前の職務編成とは格段の変化をした。この変更は、行動科学における自己実現の考え方とともに日
本的慣行とくに仕事より先に職場集団があること、集団的仕事の分担などを積極的に評価するものである。当社の場
合、行動科学の考え方にどこまで同調したか解らないが、人事・労務管理における基本的考え方の変化の中で、この
改
革
が
行
な
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
１
特
徴
と
背
景
Ｂ電力は、早い時期に職務給を導入し、日本における職務給の発展に関連して記憶されている。当社の職務給は、
小
さ
な
改
革
の
ほ
か
、
一
一
回
の
大
き
な
変
革
を
経
て
今
日
も
維
持
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
五
五
年
厘
か
の
電
産
型
賃
金
体
系
を
改
め
、
職
務
給
制
度
が
導
入
さ
れ
、
そ
の
基
本
と
し
て
「
職
級
制
度
」
が
実
施
さ
れ
た
。
七
五
年
に
課
業
に
よ
る
職
級
決
定
方
式
と
な
った。また、一九八一一年、定年延長に関連して、人事・労務管理の関連制度を見直し、職級制度も改訂され、職務遂
行
能
力
の
評
価
を
賃
金
に
反
映
さ
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
仕
事
と
人
の
結
合
に
つ
い
て
、
制
度
上
ど
の
よ
う
に
取
扱
わ
れ
て
き
た
か
経
過
を
追
っ
て
検
討
し
、
個
人
の
賃
金
の
決
定
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
概
観
す
る
。
電産型賃金体系は第二次大戦直後の労使関係を象徴するもので、職務給制度の導入は、現在に連る労使関係への転
換
を
確
認
す
る
位
置
を
占
め
る
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
電
力
各
社
は
、
昭
和
二
○
年
代
に
逐
次
、
職
務
給
を
導
入
し
た
。
そ
の
制
度
と
運
用、それに反映される仕事と人の結合に関する管理に、差異があったようである。その後、各社は、職務給から職能
給に転じたとされる。技術的条件や経済環境は基本的に同一とみられるなかで、賃金制度にこのような相違があるこ
大企業における配置と仕事の配分の柔軟性
一一一
れ
を
超
え
て
、
経
営
組
織
の
従
業
員
と
し
て
能
力
発
揮
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
方
向
に
向
う
の
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
（参考文献）
『職務研究』一九七○年、’九八四年
日経連職務分析センター『職務・職能管理の方向と実際－－職務と人の弾力化を中心に』（日経連、一九七三年）
二
Ｂ
電
力
の
ケ
ー
ス
第２図業務配分の方法（Ｂ電力）
④、鱗率質の高さ
職務編成と一言われる
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
Ａ型 Ｂ型 Ｂ２型 Ｂ３型 Ｃ型
－－ 
縦割り型） 混合型 (横割り型
(注)(総;苞智雲ii櫛ﾖﾉ:;わるＭを示す｡）
２
職
務
編
成
に
お
け
る
柔
軟
性
Ｂ
電
力
の
職
務
給
制
度
の
当
初
の
職
務
編
成
に
つ
い
て
の
紹
介
二
九
六
七
年
）
に
よ
る
と
、
当
社
が仕事中心の管理を今日まで持続しているについては、長い歴史的背景があることが解
る。電力産業の現状への再編以前から、労働科学研究所の協力を得たりして、組織、作
業内容、作業条件等の詳細な調査があり、一九五○年代前半にも、社内で作業の標準化
と業務量把握を目指したとみられる業務に関する調査が行なわれている。こうして業務
処理方式の標準化が「かなり」進んだうえで、’九五五年の職務給導入となった。それ
以降の年数も長く、従業員の中に職務に関する考え方が定着してきたと推測される。
当
初
の
制
度
の
基
礎
と
な
っ
て
い
る
職
務
編
成
に
お
い
て
、
仕
事
と
人
の
結
合
を
柔
軟
な
も
の
と
す
る
い
く
つ
か
の
配
慮
が
み
ら
れ
る
。
職務編成の基本的考え方として、種類と知識・熟練のレベルが同じ仕事を職務として
把
握
す
る
こ
と
と
し
、
こ
の
際
、
レ
ベ
ル
を
よ
り
重
視
す
る
原
則
を
と
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
横
割
り
の
職務編成と言われるものである。Ｂ社によれば、業務配分の方法は第２図のような類型
と
自
体
興
味
深
い
が
、
他
面
、
当
社
の
「
職
級
制
度
」
が
仕
事
を
中
心
と
し
た
人
事
・
労
務
管
理
で
あ
り
な
が
ら
、
柔
軟
に
仕
事
と
人
の
結
合
を
実
現
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
そ
れ
が
、
制
度
上
、
運
用
上
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
て
い
る
か
が
、
筆
者
の
関
心
事
で
あ
る
。
■■■■■■■ 
￣ 
■■■■■■■■■■■ 
大企業における配置と仕事の配分の柔軟性
一四
がある。ただし、Ｃ型で徹底せず実情に応じ他の型もとった。例えば後継者の養成、能力開発を長期にわたって行な
う必要がある事務技術職では、Ｂ３型を念頭においたと報告されている。
つぎに、横割りでレベルの低い仕事と高い仕事が分離してしまうと、能力伸張、昇進、労働意欲に影響するので、
職務に、困難、重要度において上位の課業を付加することとしたとされている。
また作業職の場合について、業務の範囲を出来るだけ広くとらえ、「仕事に倦怠を覚えさせない」とともに、要員
数の節約を行なったとしている。後の点は、守備範囲を狭く限定すると一人分の仕事量に達しないで空費される時間
を生じることをなくすためである。具体的例として、グループ作業をする「配電工事」の場合、配電工事（総括）
（七級）、配電工事（指導）（八級）、配電工事（九級）、配電工事（補助）二○級）と四レベルの職務が区別され、こ
れと別に級別定員が定められていた。このグループ作業の場合、上位の課業を与えられて習熟することにより、グル
ー
プ
内
で
昇
進
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
、
実
質
的
に
連
合
職
務
編
成
と
み
な
し
得
る
。
事務技術職の職務編成では、既述の編成のほか、企画、管理部門で、個人の能力の伸張に応じて業務配分を行なう
ことを明確に意識して「連合職務編成」をとったとしている。
Ｂ電力では、職級制度導入の一一一年半後、職級区分を、’八職級から一一一職級に減少させた。これは、業務の機械化
などによる配置転換が増大し、職級が細かすぎると降級が生じるためであった。
以上、当初の職務編成においても、仕事と人の結合について柔軟性を保つよう、随処に配慮がなされていた。
３
課
業
に
よ
る
職
級
の
決
定
新
し
い
と
こ
ろ
は
こ
の
先
で
あ
っ
て
、
基
準
職
務
を
構
成
す
る
重
点
課
業
に
つ
い
て
職
級
を
決
定
し
て
お
き
、
他
方
、
個
人
が
現
に
担
当する課業をこれと対比することにより、個別職務の職級を決定する。（以前の手続では、基準職務の「職務記述書
と
個
別
職
務
を
対
比
し
て
い
た
。
）
新
し
い
方
法
で
は
基
準
課
業
（
職
務
評
価
の
対
象
と
な
る
課
業
）
に
つ
い
て
「
課
業
記
述
書
」
が
作
成された。これは職務評価要素の観点から記述され、業務の単位（課など）別、職級別に整理されている。個別職務
に
つ
い
て
は
「
職
務
説
明
書
」
が
作
ら
れ
る
が
、
そ
こ
に
は
現
に
担
当
す
る
課
業
名
、
課
業
内
容
、
作
業
時
間
比
率
、
職
級
（
基
準
課
業
と対照して判定）が列挙されている。上位より累積時間比率四○％の課業の職級が、その個別職務の職級となる。
雇
用
振
興
協
会
の
調
査
研
究
委
員
会
で
の
こ
の
事
例
報
告
に
つ
き
、
山
田
茂
は
、
こ
の
新
方
式
で
は
、
基
準
職
務
に
つ
い
て
は
、
職
務
分類制度が維持されているものの職務志向型の職能給と紙一重で、個人能力開発活用をめざして運用が職能化してお
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
一五
Ｂ電力は、一九七五年に個別職親の職級決定について新方式を採用した・これは、①対外関係業務の高度化・複雑
化
、
技
術
革
新
の
進
展
、
②
職
場
の
人
的
構
成
や
従
業
員
意
識
の
変
化
、
③
能
力
開
発
の
た
め
、
流
動
的
に
仕
事
と
人
を
結
合
す
る
必
要
があることが認識されたためである。激変する市場条件、・技術革新に対応し、人間資源を有効に開発利用するため柔
軟
な
職
務
構
造
の
必
要
性
が
、
第
一
次
石
油
危
機
以
降
、
企
業
一
般
に
認
識
さ
れ
る
が
、
同
質
の
課
題
が
当
社
に
も
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
新方式の紹介によれば、具体的には、まず基準職務を選定し、職務記述書を作成する。これには課業と課業の内容
が
他
の
事
項
と
と
も
に
記
載
さ
れ
る
。
職
務
記
述
書
に
も
と
づ
き
職
務
評
価
を
行
な
い
、
等
級
に
格
付
け
る
。
そ
し
て
、
基
準
職
務
は
、
職務系列および職級別に一覧表（「基準職級表」）として整序される。これは、基準職務以外の職務のベンチマークと
な
る
。
職
級
は
役
職
位
の
職
務
と
も
対
応
し
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
る
と
、
職
級
が
ど
の
よ
う
な
高
さ
に
あ
る
か
、
部
外
者
に
も
イ
メ
ー
ジ
なる。職級巫
が得られる。
職務を基準職務と基準職務以外に分けること、基準職務を点数法により評価することは以前と同じである。しかし、
職
務
評
価
の
プ
ラ
ン
自
体
に
変
更
が
あ
っ
た
。
第
一
に
、
評
価
要
素
を
変
更
し
た
。
時
代
即
応
の
見
直
し
を
図
る
こ
と
と
し
、
電
気
事
業
（３） 
特
有
の
「
技
能
」
と
「
折
衝
」
の
要
素
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
た
ほ
か
、
評
価
要
素
、
ウ
エ
イ
ト
を
変
更
し
た
。
第
二
に
基
準
職
務
を
見
直し、その数を大幅に縮小した。例えば、従来は支店労務課の基準職務は一一○あったが、今回は三職務となった。第
三
に
、
仕
事
の
変
化
に
弾
力
的
に
対
応
す
る
趣
旨
で
、
職
級
を
一
一
一
か
ら
五
区
分
に
大
括
り
と
し
た
。
五
級
が
係
長
、
四
級
が
主
任
、
一
一
一
Ｂ
電
力
は
、
一
九
八
二
年
の
改
訂
で
、
賃
金
制
度
に
つ
い
て
も
、
か
な
り
大
き
な
改
革
を
行
な
い
、
こ
れ
に
伴
っ
て
、
仕
事
と
人
の
結
合
に
関
す
る
管
理
も
変
化
し
、
個
別
職
務
に
つ
い
て
課
業
評
価
に
よ
り
職
級
を
決
定
す
る
方
式
は
廃
止
さ
れ
た
。
経
営
的
に
は
、
低
成
長
下
の
コ
ス
ト
・
ダ
ウ
ン
と
組
織
の
活
性
化
、
直
接
的
に
は
高
齢
化
へ
対
応
す
る
た
め
の
定
年
延
長
と
関
連
し
て
、
｜
連
の
制
度
改
革
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
際
、
賃
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
最
近
の
職
場
に
お
け
る
仕
事
の
実
態
と
仕
事
を
担
当
す
る
従
業
員
の「能力駐鯉」を賃金に反映することが意図された・課業評価の方式の運営においては、課業記述書のみでも尼大な
も
の
と
な
り
、
そ
の
保
全
に
多
大
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
し
た
こ
と
、
課
業
の
変
化
が
著
し
く
ま
た
仕
事
の
配
分
を
よ
り
一
層
弾
力
化
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
従
来
の
手
続
に
お
い
て
審
査
を
効
率
化
す
る
必
要
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
運
営
上
の
問
題
点
も
制
度
変
更
の
理
由
と
なった。
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
一一ハ
リ
、
も
は
や
ア
メ
リ
カ
的
な
職
務
給
と
は
言
え
な
い
と
指
摘
し
た
。
仕
事
中
心
の
管
理
の
基
本
方
針
に
従
い
つ
つ
、
仕
事
の
人
と
の
結
合
の
柔
軟
化
を
制
度
化
し
た
努
力
が
窺
わ
れ
る
。
４
職
級
と
能
力
等
級
の
結
合
第３図「職級」と｢職能等級」（Ｂ電力）
(職級）（職能等級）
－－ 
Ｆ 
職
級
級
級
解
る
よ
う
に
ま
と
め
て
概
要
を
書
３
 
２
 
１
 
く）と、「職務分類基準」（第一
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
一七
５級(職級）（職能等級）
■■-
Ｆ 二｜片４級
二
蕊
級
１
１
 
ｌ
｜
級
が
一
般
職
に
当
た
る
。
第
四
に
、
職
務
の
枠
の
中
で
、
能
力
発
揮
の程度を格付ける「職能等級」
を
新
設
し
た
。
他
企
業
の
職
能
分
類
制と異り、職級内に職能等級が
お
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
能
力
が
伸
び
て
も
、
仕
事
が
変
ら
な
け
れ
ば
上
位の職級へは進まない（第３図）。
第五に、以上の変更は賃金との
結
び
つ
け
方
と
関
連
し
て
い
る
が
、
これについては次項で述べる。
個
別
職
務
の
職
級
の
決
定
に
つ
い
ては、「職務説明書」（職務の内
容
に
つ
い
て
は
、
課
業
を
列
挙
す
る
方
式
で
な
く
、
重
要
度
・
困
難
度
が
Ｅ 
， 
Ｃ 
Ｂ 
Ａ Ｅ 
， 
Ｃ 
Ｂ 
Ａ ， 
Ｃ 
Ｂ 
Ａ 
Ｃ 
Ｂ 
Ａ 
Ｃ 
Ｂ 
Ａ 
第１表職務分類基準（Ｂ電力）
準基職級
１級｜処理手続き・手順の定まっている業務を主として行う職務 大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
一八
表
）
を
比
較
対
照
し
、
あ
わ
せ
て
基
準
職
務
の
職
務
記
述
書
（
主
な
課
業
に
つ
い
て
説
明
が
あ
る
）
を
業
総
参
考
に
し
て
行
な
う
。
職
務
系
列
が
、
「
係
」
別
程
度
の
細
か
さ
で
編
成
さ
れ
て
お
り
、
縦
割
り
の
分
の
の
鵬杠務類はこれが当てはめられる。職能等級は、下位の職級について三段階、上位の職級にっ
附恒Ⅷいて五’六段階である。他の企業で遂行度とよばれる尺度が定義されている。すなわち、
棡蝋》職務を肋一一二口を受けて遂行できるか、独立して遂行できるか、抜きんでてできるか等の区
画務鵬蝋分で、言葉で表現されている。
雌燗砒卿職務分類基準が、かなり抽象的表現をとっていること、基準職務の数が減ったことに
鰯術伯牌よって、職務の格付けは、課業評価による方法に比較して、厳格ではなくなった・しか
，
等
も
例
肱柳吐風し、厳格であろうとすれば、職場における仕事内容の流動的変化や弾力的課業配分の実
吐脅柿柵態から遊離してしまうことが考慮されたものであろう。制度上は、組織の要所が基準職
う
審
を
画
術柳翔岫務によって、職級の体系として位置づけられており、年功的運用になることを防いでい
熟鋤洲鮒る。なお、個別職務の評価は転勤の際、職能等級基準の格付けについても転勤の際また
洲作鮴禦は年一一回評価している。なし崩しの職務の変化や、能力の伸張は、これにより把握され
の
容
複
指
柵榊箙櫛る建て前である。現行の制度では、個人にどのような課業を与え能力開発を図るか、そ
１
１
の
職
級
を
ど
壬
う
な
高
…
な
す
か
轌
級
上
魎
職
能
等
級
鰯
評
価
は
蕾
督
者
管
理
者
の
判
級級断による部分があり、制度の客観性、信頼性は、これらの人々の管理の質に依存すると
２
３
 
こ
ろ
が
大
き
い
と
推
測
さ
れ
る
。
当社における職務分析は、基準職務の明細の解明と相互関係の位置づけ、職位の変動の記述（職務説明書）として
行
な
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
職
務
評
価
に
よ
る
個
人
別
賃
金
率
決
定
の
ひ
と
つ
の
手
続
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
個
人別賃金率の決定について述べる。
Ｂ
電
力
は
、
巨
大
な
企
業
で
あ
り
、
事
業
の
性
格
か
ら
言
っ
て
も
、
他
の
大
企
業
と
同
様
に
基
幹
従
業
員
は
、
長
期
勤
続
の
傾
向
が
強
い
と
考
え
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
、
賃
金
体
系
に
お
い
て
も
、
勤
務
の
実
態
に
応
じ
て
、
賃
金
を
上
昇
さ
せ
、
あ
る
い
は
生
活
保
障
を
図
る
こ
と
を
何
ら
か
の
形
で
考
慮
せ
ざ
る
を
得
ず
、
仕
事
に
よ
る
個
別
賃
金
率
と
の
調
整
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
こ
と
も
他
社
と
同
様
で
あ
る
。
当
社
で
は
、
一
九
六
六
年
か
ら
職
級
別
定
期
昇
給
制
を
と
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
給
与
構
成
の
大
部
分
を
職
務
給
と
す
る
一
方
、
職
級
ご
と
に
年
々
の
昇
給
が
可
能
と
な
る
よ
う
な
方
式
で
あ
る
。
職
級
間
の
格
差
が
比
較
的
少
な
く
、
同
一
職
級
に
お
け
る
最
低
・
最
高
の
格
差
が
比
較
的
大
き
い
た
め
、
職
級
問
で
賃
金
率
が
重
複
す
る
傾
向
が
顕
著
で
あ
っ
た
。
３
項
の
制
度
の
も
と
で
、
基
本
給
は
六
五
％
、
そ
の
ほ
か
、
資
格
手
当
一
四
％
、
世
帯
手
当
一
九
％
、
職
責
手
当
三
％
で
あ
っ
た
（
’
九
八
○
年
初
）
。
４
項
の
現
行
制
度
の
も
と
で
は
基
本給六○％、資格給一一○％、世帯手当および職責手当二○％見当となっている。３項の制度で、各職級ごとに昇給基
準線が設定されていたが、その形は上に凸で、習熟段階で一号（｜年分）の増加額が大きいこと、および上位職級で
勾配が急な点で、職務遂行能力の平均的伸張が考慮されている一方、いわゆる習熟期間を終って後も昇給する（ただ
し
次
第
に
頭
打
ち
に
近
づ
く
）
点
で
は
、
長
期
勤
続
の
実
態
へ
の
配
慮
が
み
ら
れ
た
。
つ
ぎ
に
、
昇
給
基
準
線
の
上
下
に
五
％
の
幅
が
設
け
ら
れ
、
こ
の
幅
の
中
で
、
人
事
考
課
に
よ
り
個
人
別
に
賃
金
率
が
決
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
同
一
職
級
同
一
号
数
の
者
で
も
能
力
の
５
賃
金
体
系
と
の
関
連
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
一
九
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
二○
発
揮
度
に
個
人
差
が
あ
る
、
ま
た
は
、
業
績
の
差
を
反
映
さ
せ
る
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
’九八一一年の制度改革で、賃金体系も変化した。主な点は、第一に、昇給基準線が、職級別でなく、職級・職能等
級
別
に
設
け
ら
れ
た
。
従
来
の
制
度
で
は
、
職
務
遂
行
能
力
は
、
明
示
的
に
は
賃
金
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
、
当
社
の
賃
金制度はさらに職能給化したと言えよう。各社で職務遂行能力を賃金に反映する方法は、いくつかあるが、職務給の
補
完
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
独
自
で
あ
る
。
第
一
一
に
、
基
本
給
に
つ
い
て
は
人
事
考
課
に
よ
る
差
異
を
設
け
な
い
こ
と
と
し
た
。
従
来
一
一一本あった昇給基準線は一九となったが、この措置により基本給は簡明なものとなると考えられる。第三に、従来の
資格手当が資格給に替わり、人事考課による「業績」の評価に応じて資格給が増加することとなった。当社には資格
制
度
が
あ
り
、
’
九
七
一
一
年
改
訂
後
、
事
務
、
技
術
別
に
八
段
階
の
資
格
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
的
な
長
期
雇
用
慣
行
下
の
「
人
」
そ
の
も
の
に
よ
る
処
遇
制
度
と
さ
れ
、
人
事
考
課
に
よ
っ
て
格
付
け
ら
れ
て
い
た
。
職
務
と
の
直
接
的
関
連
は
少
な
い
と
み
ら
れ
る
。
従
来
は
資
格
に
対
し
て
は
定
額
の
資
格
手
当
が
付
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
以上、Ｂ電力の職務給制度では、当然のことながら、個人賃金率の基本的部分は、仕事のレベルに対応し、最近で
は
職
務
遂
行
能
力
も
反
映
し
て
い
る
が
、
主
と
し
て
職
・
務
・
職
能
等
級
に
対
す
る
賃
金
率
の
幅
と
資
格
給
の
中
で
、
長
期
勤
続
に
伴
う
昇
進
の
頭
打
ち
の
問
題
を
処
理
す
る
ほ
か
、
世
帯
手
当
も
生
活
保
障
的
役
割
を
果
し
て
き
た
と
み
ら
れ
る
。
配転、仕事の変更に伴い、職級・職能等級が変化した場合、昇給基準線間の差の二○％に見合う賃金の引上げ（引
下げ）を行ない、それに見合う新等級の号数に位置づけられる。この取扱も、仕事と能力が基本給に反映することを
目指したものであるが、昇給基準線間の幅が比較的狭い上、変動を一一○％に限定しているから、賃金率への影響は、
あ
ま
り
大
き
い
と
は
言
え
な
い
。
従
っ
て
技
術
革
新
、
組
織
変
更
が
賃
金
の
保
障
、
ま
た
は
コ
ス
ト
増
大
と
の
関
連
で
制
約
さ
れ
る
お
そ
Ｂ
電
力
は
、
’
九
五
五
年
以
降
、
職
務
給
制
度
を
維
持
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
基
準
職
務
に
つ
い
て
の
分
析
と
点
数
法
に
よ
る
評
価は一貫している。職務分析は職務給制度のひとつのステップで、使用目的が限定されている。
業
務
の
標
準
化
が
あ
る
程
度
行
な
わ
れ
て
か
ら
、
職
級
制
度
が
発
足
し
た
が
、
当
初
の
制
度
に
お
い
て
、
管
理
の
単
位
で
あ
る
職
務
の
編成をみると、横割りを原則としつつも、能力を伸張し得るように職務充実的な配慮をしたり、連合職務編成も行な
わ
れ
た
。
当
社
の
場
合
、
仕
事
の
あ
る
が
ま
ま
の
状
況
に
つ
い
て
、
職
務
編
成
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
、
現
実
に
行
な
わ
れ
て
い
た
課
業
配
分
が
、
個
別
の
従
業
員
の
能
力
伸
張
を
可
能
と
し
、
あ
る
い
は
集
団
的
性
格
を
も
っ
て
い
た
と
い
う
実
態
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
当
初
の
職
務
編
成
が
、
弾
力
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
第
一
に
注
目
す
べ
き
点
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
職
務
記
述
書
が
作
ら
れ
る
と
、
こ
れ
に
よ
っ
て
課
業
の
配
分
が
制
約
さ
れ
る
事
態
も
あ
り
得
る
。
他
方
で
、
現
場
お
よ
び
事
務
所
で
の
技
術
革
新
、
組
織
の
効
率
化
、
高
齢
化
な
ど
の
条
件
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
に
、
従
業
員
の
能
力
開
発
、
有
効
利
用
の
た
め
に考案されたのが、課業評価による職級決定という精密な方法であった。管理の単位が職務から課業に移行し、仕事
を
主
な
課
業
に
着
目
し
て
位
置
づ
け
、
職
級
が
決
定
さ
れ
た
。
仕
事
と
賃
金
と
を
関
連
づ
け
る
努
力
と
し
て
課
業
を
用
い
る
こ
と
は
他
に
例もあるが、当社の場合は、さらに、この方式を放棄しているところに特徴がある。新たに、職能等級基準を設けて、
従
業
員
の
能
力
発
揮
そ
の
も
の
を
直
接
に
評
価
す
る
方
針
を
採
用
し
た
と
解
釈
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
企
業
の
環
境
条
件
は
あ
ま
り
変
っ
て
は
い
ま
い
。
し
か
し
、
職
務
系
列
一
覧
表
に
あ
る
よ
う
に
、
係
程
度
の
単
位
に
何
人
か
の
従
業
員
が
配
置
さ
れ
、
臨
機
応
変
に
業
務
れ
は
少
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
６
示
唆大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
一一一
第
三
に
、
当
社
で
、
職
務
給
が
有
効
に
機
能
し
て
き
た
制
度
上
の
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
幅
の
広
い
範
囲
賃
金
率
を
設
定
し
、
定
期
昇
給
を
可
能
と
し
て
き
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
資
格
絵
そ
の
他
の
措
置
と
あ
い
ま
っ
て
、
仕
事
と
賃
金
と
を
結
び
つ
け
た
場
合
に
問
題
と
な
り
が
ち
な
、
昇
進
が
な
け
れ
ば
相
対
的
に
賃
金
が
上
ら
な
い
と
い
う
問
題
や
、
仕
事
の
変
化
に
よ
り
賃
金
が
変
化
す
る
こ
と
に
伴
う
問
題
を
、
解
消
す
る
に
役
立
っ
た
と
言
え
る
。
大企業における配置と仕事の配分の柔軟性
一一一一
を
処
理
し
て
ゆ
き
、
個
人
は
そ
の
能
力
に
応
じ
、
ま
た
、
そ
の
伸
張
を
目
指
し
て
課
業
を
分
担
す
る
場
合
、
持
続
的
な
課
業
の
配
分
を
前
提
と
し
て
い
る
職
務
分
析
は
適
用
し
難
い
。
職
務
遂
行
能
力
を
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
他
企
業
で
は
、
課
業
と
関
連
づ
け
て
評
価
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
当
社
の
場
合
は
、
基
準
職
務
の
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
よ
り
、
限
定
さ
れ
た
範
囲
で
職
務
遂
行
能
力
を
把
握
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
で
ニ
ー
ー
ク
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
職
務
評
価
か
ら
職
能
評
価
へ
接
近
し
つ
つ
あ
る
｡ （
１
）
日
経
（２）能力
（
３
）
装
眉
（参考文献）
『職務研究」’九六七年
雇用振興協会『高齢化時代の職務・職能給と年俸制』’九八○年
日
経
連
職
務
分
析
セ
ン
タ
ー
『
事
例
研
究
』
’
九
八
三
年
日経連などのいう職位で、従業員数だけある。
能
力
そ
の
も
の
で
は
な
く
そ
の
発
揮
の
結
果
を
客
観
的
に
と
ら
え
る
趣
旨
装
置
産
業
と
し
て
の
電
力
業
特
有
の
設
備
関
連
の
技
能
な
ど
が
重
要
と
み
な
さ
れ
た
。
鉄
鋼
大
手
各
社
で
は
、
職
務
に
関
す
る
管
理
と
し
て
、
’
九
六
一
一
年
に
職
務
給
を
導
入
し
た
。
こ
れ
は
、
職
務
給
と
し
て
は
、
ア
メ
リ
カ的なものとかなりに近い精確なものであったが、賃金総額に占める比率は低かった。当社は、企業合併後、’九七
一年に「新人事・給与制度」を発足させ、職能資格制度と職務給制度という能力と職務の一一基準で、人事・労務管理
制度を編成した。さらに、’九八一年、定年の延長に伴う制度の見直しが行なわれ、仕事関連の給与部分が増大した。
と
こ
ろ
で
、
職
務
中
心
的
管
理
が
導
入
さ
れ
、
あ
る
い
は
そ
の
後
の
変
化
を
解
釈
す
る
上
で
、
重
要
な
背
景
と
な
る
条
件
が
あ
っ
た
。
第一は、他の大企業と類似しているが、経営者が経営が悪化しても従業員を解雇しない基本方針を戦後一貫してとっ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
従
業
員
の
企
業
へ
の
帰
属
意
識
、
定
着
性
を
高
め
る
と
と
も
に
、
大
規
模
な
配
置
転
換
や
幅
広
い
熟
練
の
習
得
を
促
す
要
因
と
な
っ
て
き
た
。
大
規
模
な
配
転
と
し
て
は
、
’
九
五
二
年
に
、
ａ
製
鉄
所
の
在
籍
者
の
四
○
％
に
及
ぶ
配
転
、
応
援
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
、
’
九
六
○
年
代
の
新
鋭
製
鉄
所
建
設
に
あ
た
り
、
旧
製
鉄
所
か
ら
、
「
民
族
の
大
移
動
」
と
社
内
で
言
わ
れ
た
ほ
ど
の
大
量
の
異
動
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
代
表
さ
れ
る
。
従
業
員
と
し
て
、
雇
用
関
係
が
安
定
す
る
代
り
に
、
仕
事
と
人
と
の
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
一一一一一
１
制
度
の
推
移
Ｃ
製
鉄
は
、
日
本
を
代
表
す
る
鉄
鋼
会
社
で
あ
る
。
現
業
を
中
心
に
仕
事
と
人
の
結
合
に
関
す
る
管
理
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
鉄
鋼
業
の
労
働
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
い
く
つ
も
の
詳
細
な
調
査
が
あ
り
、
そ
の
中
で
こ
の
主
題
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
る
。
調
査
の
中
で
見
出
（１） 
さ
れ
た
傾
向
は
、
以
下
に
述
べ
る
Ｃ
製
鉄
の
事
例
と
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
そ
の
意
味
で
も
Ｃ
製
鉄
は
、
大
手
鉄
鋼
業
の
代
表
と
み
な
し
て
よ
い
。 四
Ｃ
製
鉄
の
ケ
ー
ス
第４図社員人事制度（ｃ製鉄）
資格区分 系列区分 役職・職務層区分
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
作業長 Ｃ分類職務
Ｂ分類職務ﾉ/f"/〃
生産関連
職務
その他の
職務
二四
関
係
は
、
個
人
の
企
業
内
に
お
け
る
労
働
生
涯
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
経
営
状
態
の
変
動
と
関
連
し
て
も
柔
軟
性を帯びる。
第
二
は
、
労
使
関
係
の
性
格
変
化
で
あ
る
。
当
社
で
も
、
民
間
大
企
業
と
同
様
に
、
労
働
組
合
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
変
化
が
あ
っ
た
。
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
が
行
な
わ
れ
た
後
も
、
合
理
化
に
反
対
す
る
運
動
や
、
争
議
行
為
を
伴
う
賃
上
げ
闘
争
が
あ
っ
た
が
、
一
九
五
七
年
の
長
期
ス
ト
ラ
イ
キ
が
転
機
と
な
り
、
そ
れ
以
降
、
労
働
組
合
は
、
労
使
間
の
相
互
信
頼
を
基
礎
と
し
、
協
議
を
重
視
す
る
態
度
を
と
っ
て
き
た
。
会
社
は
、
作
業
長
制
を
導
入
し
、
作
業
員
出
身
者
で
訓
練
を
経
た
者
を
現
場
の
管
理
者
と
し
て
位
置
づ
け
、
労
務
管
理
に
も
当
ら
せ
た
。
転
換
後
の
労
使
関
係
で
は
、
信
頼
関
係
維
持
を
考
慮
し
つ
つ
、
支
払
能
力
に
も
と
づ
き
会
社
側
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
で
賃
金
交
渉
が
結
着
し
て
き
た
こ
と
、
労
使
間
で
複
数
と
ヘ
ル
で
多
様
な
問
題
に
つ
い
て
協
議
が
行
な
わ
れ
部長
室長
掛長
C
／ 
／ 
B
A分類職務
理事
理事補
参事
参事補
統括主事
主事
主担当
担当
担当補
管理職社員
ｸiiiii〉 主務職社員 医務職社負
(1985年１月現在）第２表賃金体系（Ｃ製鉄）
項 目大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
寓
佐
比
瀦搬給雛雷
牛
人
畜
【
習
櫛
闇
基本給
職能給
職務給
職務加給
業績給
Ｕ 基
本
賃
金
凸
面
梢
心
台
円
走
泙
ズ
乃
江
久
禺
岸
急|鮴藁|騨菫麓|:菫篶
てきたこと、職場末端では組合活動が不活発で作業長主導の問題処理が行な
われてきたことが特徴である。労使協議においては、要員も経常的な中心課
題であったが、組合も長期継続雇用を前提として協調的であった。そこでは
配置転換、応援、職務の拡大などの措置も、強い反対を受けることがなかっ
た。
２
資
格
制
度
前
述
の
よ
う
に
、
職
務
保
障
と
い
う
よ
り
は
、
従
業
員
と
し
て
の
雇
用
関
係
の
保
障
を
行
な
う
場
合
、
資
格
制
度
な
ど
の
人
の
面
に
着
目
し
た
管
理
が
不
可
欠
と
な
る
。
第
二
次
大
戦
後
、
身
分
制
を
廃
止
し
た
が
、
そ
の
際
五
種
の
区
分
（
職
掌
）
を
お
き
、
そ
の
中
は
役職位と基本給で個人を位置づけた。’九五三年、能力をもちつつ役職位に
つけない者の処遇の必要から、「職分制度」（職能資格制度）を設けた。五職
掌で、事務職社員、技術職社員について七段階、「現業職社員」について従
業
員
を
四
段
階
に
区
分
し
た
。
七
一
年
の
改
革
以
降
の
資
格
制
度
は
、
四
職
掌
よ
り
な
り
第
４
図
の
よ
う
に
組
立
て
ら
れ
て
い
る
。
個
人
は
仕
事
の
ラ
ン
ク
（
役
職
・
職
務
層
区
分
）
に
対
応
し
て
、
現
場
作
業
者
を
含
め
て
全
社
統
一
的
に
、
資
格
が
与
え
ら
れ
る
。
資
格の昇格は、上位の役職位についた場合のほか、能力経験をもつと認定され
一
一
五
３
職
務
給
制
度
鉄
鋼
業
で
は
、
合
理
化
計
画
の
進
展
に
伴
う
技
術
革
新
、
そ
の
担
い
手
と
し
て
の
高
校
卒
作
業
員
の
採
用
、
伝
統
的
職
掌
区
分
の
不
明
瞭
化
、
作
業
長
制
の
採
用
、
熟
練
の
性
格
の
変
化
（
体
力
・
経
験
よ
り
知
識
が
重
要
と
な
っ
た
）
に
対
応
す
る
た
め
、
職
務
給
が
導
入
さ
れ
た
。
当
初
の
職
務
給
制
度
は
、
職
務
評
価
の
方
法
と
し
て
は
、
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
点
数
法
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
九
七
一
年
の
制
度
改
訂
で
は
、
職
務
給
制
度
の
内
容
が
相
当
に
変
化
し
た
。
第
一
に
、
詳
細
な
職
務
分
析
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
企
業
で
は
職
務
を
方
（
か
た
）
と
呼
ん
で
い
た
が
、
職
務
給
導
入
前
に
、
九
○
○
○
方
の
分
析
が
終
っ
て
い
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
は
四
人
に
一
方
の
割
合
と
な
る
。
七
一
年
の
制
度
で
は
、
工
長
（
グ
ル
ー
プ
・
リ
ー
ダ
（２） 
Ｉ
）
以
下
を
三
’
四
職
務
に
分
け
る
よ
う
に
編
成
し
た
。
こ
れ
は
、
多
能
工
化
の
傾
向
と
、
職
務
を
大
括
り
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
場
合
、
技
能
職
務
（
機
械
整
備
、
電
気
計
装
整
備
）
以
外
の
一
般
職
務
で
は
工
長
１
１
段
取
ま
た
は
責
任
（
前
後
工
程
と
の
連
絡
調
整
に
あ
た
る
）
職
務
１
１
そ
の
他
の
一
般
職
務
に
分
け
る
の
が
原
則
で
あ
る
。
評
価
要
素
も
当
初
の
八
か
ら
六
に
減
少
し
て
い
る
。
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
一一一ハ
た
場
合
、
ま
た
は
下
位
の
資
格
で
勤
続
が
長
く
貢
献
度
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
所
属
長
の
推
薦
し
た
者
に
つ
き
選
考
を
経
て
行
な
わ
れ
る
。
選
考
方
法
と
し
て
人
事
考
課
、
面
接
の
ほ
か
、
資
格
に
よ
り
筆
記
試
験
、
論
文
審
査
も
あ
り
、
能
力
主
義
的
運
営
で
あ
る
。
しかし、他方、長期勤続で貢献度が高い者を昇格させるという保障措置ももっている。資格は、配置、昇進、教育、
給
与
な
ど
の
管
理
の
基
礎
と
な
る
。
給
与
と
の
関
係
で
は
、
基
本
給
の
昇
給
お
よ
び
職
能
給
（
主
務
職
す
な
わ
ち
事
務
系
と
医
務
職
に
適
用
）
の
決
定
要
素
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
現
行
の
賃
金
体
系
は
第
２
表
の
通
り
で
あ
る
。
職
務
給
は
現
場
の
工
長
（
グ
ル
ー
プ
・
リ
１
グ
ー
）
以
下
の
み
に
適
用
さ
れ
る
。
第
四
に
、
七
一
年
の
制
度
に
は
職
務
加
給
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
熟
練
・
技
能
の
差
に
伴
う
職
務
遂
行
度
の
差
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
等
を
目
指
す
．
職
務
加
給
は
、
各
人
の
職
務
給
に
一
定
の
比
率
を
乗
じ
た
基
準
値
に
さ
ら
に
加
給
係
数
（
○
孟
五
！
〒
四
五
’
一
九八一年）を乗じて算出している。この加給係数には技能の程度の差のほか多能工化（技能の幅）も反映されている。
加
給
部
分
に
は
こ
の
ほ
か
、
要
員
削
減
に
対
す
る
補
償
の
意
味
を
も
つ
付
加
が
な
さ
れ
る
。
以上、仕事と賃金との結合が緩やかになり、職務遂行能力の評価が加わっていると考えられる。
最
近
時
点
の
当
社
製
鉄
所
現
場
に
お
け
る
仕
事
の
分
担
の
典
型
的
な
状
況
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
機
械
装
置
が
入
れ
替
る
よ
う
な変化がある場合、課業別所要時間等を考慮して作業標準が決められ、また職務が編成される。課（製鉄所内の工
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
二七
４
Ｈ
凶
達
寺
と
Ⅲ
ハ
矼
幻
岬
△
ロ
３に述べた、職務給の判
反
映
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
第二に、当初の制度では、職級が一一○あったが、七一年の制度では一三区分となり、統合されている。これは当初
は製鉄所間の調整を容易にするためであったとされる。最近の運営では、下位の職級は実際にはなく、ほぼ七級の幅
で
運
用
さ
れ
て
い
る
。
仕
事
と
賃
金
の
結
合
は
い
っ
そ
う
緩
や
か
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
第
三
に
、
七
一
年
の
制
度
で
は
、
技
能
職
務
は
、
個
人
の
技
能
の
程
度
を
評
価
し
て
格
付
け
る
こ
と
と
し
、
職
能
給
的
な
扱
い
と
な
っ
て
い
る
。
工
長
以
下
五
ラ
ン
ク
に
区
分
さ
れ
、
下
か
ら
二
つ
目
の
ラ
ン
ク
で
、
他
の
一
般
職
務
と
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
仕
事
と
人
の
結
合
べた、職務給の制度の変化は、多能工化やローテ１ション、職務範囲の拡大等の仕事の分担の流動的状況を
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
一一八
場
）
レ
ベ
ル
で
要
員
に
つ
い
て
、
組
合
支
部
と
の
間
で
協
議
が
行
な
わ
れ
る
と
と
も
に
、
管
理
者
側
と
し
て
作
業
長
も
加
わ
っ
て
要
員
数
が
決
め
ら
れ
る
。
作
業
長
は
、
部
下
の
誰
を
配
置
す
る
か
の
権
限
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
機
械
装
置
の
運
転
・
監
視
等
に
あ
た
る
工
長
以
下
の
チ
ー
ム
（
複
数
の
こ
と
も
多
い
）
が
配
置
さ
れ
る
。
工
長
以
下
の
グ
ル
ー
プ
は
、
３
で
述
べ
た
よ
う
に
、
職
級
の
異
る
者
か
ら
構
成
さ
れ
、
従
っ
て
彼
等
の
職
務
遂
行
能
力
も
異
る
が
、
メ
ン
バ
ー
の
中
で
交
替
し
合
う
こ
と
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
職
場
の
実
情
に
よ
り
決
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
欠
勤
の
補
充
の
た
め
や
訓
練
の
た
め
に
下
位
の
職
務
の
者
が
上
位
の
職
務
の
者
の
担
当
す
べ
き
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
担
当
す
る
こ
と
な
ど
も
あ
り
、
工
長
以
下
の
作
業
集
団
と
し
て
割
当
て
ら
れ
た
業
務
を
担
当
し
、
そ
の
中
で
の
仕
事
の
配
分
は
流
動
的
で
あ
る
。
七
一
年
の
制
度
が
実
施
さ
れ
て
後
、
間
も
な
く
公
表
さ
れ
た
報
告
に
は
、
少
数
精
鋭
化
、
連
続
操
業
、
負
荷
の
均
等
化
、
職
場
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
等
の
目
的
で
、
職
級
の
異
る
職
務
間
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
行
な
わ
れ
る
実
態
に
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
場
合
、
「
職
級
プ
ー
ル
」
を
行
な
っ
て
お
り
、
そ
の
適
用
者
は
、
技
能
職
務
以
外
の
一
六
％
と
述
べ
て
い
る
。
「
職
級
プ
ー
ル
」
は
、
職
級
の
異
る
作
業
員
の
職
級
を
平
均
し
て
、
賃
金
表
に
は
な
い
仮
想
の
職
級
に
応
じ
た
賃
金
額
を
算
定
す
る
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
ほ
か
、
機
械
装
置
の
改
善
や
要
員
の
削
減
に
よ
り
、
｜
チ
ー
ム
の
人
員
が
減
り
、
｜
人
の
担
当
課
業
が
拡
大
す
る
傾
向
も
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
化
は
絶
え
ず
出
現
す
る
が
、
職
務
編
成
が
大
括
り
で
あ
る
た
め
、
職
級
が
変
動
す
る
ケ
ー
ス
は
比
較
的
少
数
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
鉄
鋼
業
で
広
く
行
な
わ
れ
て
い
る
小
集
団
活
動
に
よ
る
作
業
方
法
の
変
更
等
が
、
職
務
の
変
更
と
み
な
さ
れ
る
変
化
を
起
こ
す
例
は
な
い
と
言
っ
て
よ
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。
現
場
以
外
の
主
務
職
・
医
務
職
社
員
に
は
、
七
一
年
の
制
度
で
職
能
給
が
適
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
資
格
区
分
に
よ
る
定
額
と
、
同
じ
区
分
に
よ
る
能
力
・
成
績
・
考
課
に
よ
る
変
動
部
分
か
ら
成
る
。
現
場
以
上
に
、
仕
事
が
固
定
し
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
少
数
精
鋭
化
の
た
め
仕
事
の
弾
力
的
分
担
を
促
進
す
る
た
め
の
考
慮
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
５
定
年
延
長
に
伴
う
制
度
変
更
五
五
歳
か
ら
六
○
歳
に
定
年
を
延
長
す
る
に
あ
た
っ
て
、
一
九
八
一
年
、
当
社
の
人
事
。
労
務
管
理
制
度
の
見
直
し
が
行
な
わ
れ
た
。
仕
事
と
賃
金
に
関
す
る
部
分
に
限
定
し
て
主
な
変
化
を
み
る
と
、
①
五
○
歳
以
上
に
つ
き
、
昇
給
テ
ー
ブ
ル
（
資
格
区
分
別
で
、
そ
れ
ぞ
れ幅のあるもの）を、それ以下の年齢の一一一○％としたこと、②職務給の号俸制（これまで三号俸まであった）を廃止
し
て
職
務
に
対
す
る
支
払
と
し
て
の
性
格
を
明
確
化
し
た
こ
と
、
③
職
務
加
給
に
つ
い
て
、
算
定
方
式
を
、
職
務
遂
行
と
そ
の
成
果
を
反
映し得るように改めたこと、また職務に関連した給与（職務的給与）中における比率を高めたこと、④業績給の個人
配
分
に
お
い
て
従
来
年
功
的
な
基
本
給
を
基
礎
と
し
て
い
た
も
の
を
、
職
務
的
給
与
を
反
映
し
た
も
の
と
し
た
こ
と
、
⑤
職
能
給
に
つ
い
て、従来、資格区分別定額給と資格区分別範囲絵により成っていたが、前者について、能力・成果の高さを資格区分
別
に
評
価
し
、
変
動
す
る
も
の
と
し
た
こ
と
、
以
上
が
そ
の
内
容
で
あ
る
。
全
体
と
し
て
能
力
を
賃
金
に
反
映
さ
せ
る
改
訂
で
、
制
度
改
訂完了時に職務的給与は、賃金支払総額の四○％から五○％に増大することとなっている。
③
の
職
務
加
給
は
重
要
度
を
高
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
配
分
単
位
が
、
従
来
の
掛
別
・
職
級
別
か
ら
、
工
場
ま
た
は
掛
別
・
職
務層区分別に拡大している。これは、工長系列以外の職務を分担するような幅広い仕事の分担が行なわれている実態
を
ふ
ま
え
て
変
更
し
た
も
の
で
あ
り
、
七
一
年
当
時
よ
り
、
仕
事
の
分
担
が
流
動
化
し
て
い
る
こ
と
の
反
映
で
あ
る
。
加
給
係
数
も
増
加
し
、
職
務
遂
行
能
力
と
成
果
を
個
人
別
に
判
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
場
合
、
職
務
よ
り
は
個
人
の
能
力
・
業
績
を
評
価
に
よ
る
賃
金
部
分
が
増
大
す
る
が
、
こ
れ
は
、
⑤
の
現
場
以
外
の
職
場
で
も
同
様
で
あ
る
。
この制度改革は、要員の削減、能力開発の必要、市場の変動への対応のため、すでに行なわれてきた柔軟な仕事
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
一
一
九
６
示
唆
Ｃ
製
鉄
で
は
、
従
業
員
に
対
し
て
従
業
員
と
し
て
の
地
位
を
保
障
す
る
政
策
を
一
貫
し
て
と
っ
て
き
た
。
最
近
の
定
年
延
長
に
伴
う
制
度
変
更
も
こ
の
政
策
の
延
長
上
に
あ
り
、
率
は
低
下
す
る
が
定
年
ま
で
基
本
給
が
上
昇
す
る
こ
と
と
し
た
。
こ
の
保
障
の
反
面
と
し
て
、
大
量
の
配
置
転
換
が
高
度
成
長
以
前
に
も
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
新
鋭
製
鉄
所
の
建
設
、
合
理
化
に
関
連
し
て
、
大
規
模
な
転
換
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
、
大
規
模
な
配
換
の
ほ
か
、
現
場
の
判
断
で
、
作
業
集
団
内
で
の
臨
時
的
交
替
、
各
種
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
応
援
等
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
仕
事
へ
の
柔
軟
な
配
置
は
、
従
業
員
の
地
位
の
保
障
と
切
り
離
せ
ず
、
終
始
一
貫
し
て
い
る
。
し
か
し
、
職務給制度導入以降の制度変更経過からみると、技術革新、要員削減、高齢化対策などに伴い、柔軟性を強める方向
で
推
移
し
て
き
た
と
言
え
る
。
仕
事
と
人
の
結
合
は
、
自
然
発
生
的
処
置
、
慣
習
に
も
よ
る
が
、
ま
た
意
識
的
に
管
理
さ
れ
、
変
化
が
あ
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
三
○
の分担を、政策的にもさらに強化するものである。工場間応援、事業所間配転と長期応援、出向を含む要員に関する効
率
化
・
弾
力
化
措
置
を
す
す
め
る
と
し
て
い
る
。
な
お
、
高
齢
者
に
つ
い
て
、
五
五
歳
で
役
職
を
勇
退
し
後
進
の
者
の
昇
進
を
円
滑
に
す
る
こ
と
、
こ
れ
に
関
連
し
、
配
置
や
業
務
方
法
の
改
善
に
つ
い
て
も
考
え
る
と
し
て
い
る
。
以
上
、
当
社
の
場
合
、
従
業
員
を
解
雇
し
な
い
原
則
は
六
○
歳
ま
で
延
長
さ
れ
た
が
、
職
務
と
の
結
合
は
い
っ
そ
う
緩
や
か
と
な
り
、
従
業
員
は
各
種
の
弾
力
的
配
置
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を
要
請
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
つ
ぎ
に
、
職
務
給
制
度
を
み
る
と
、
仕
事
と
人
の
結
合
の
実
態
を
反
映
し
て
改
革
さ
れ
て
き
た
結
果
、
現
場
に
お
い
て
も
職
務
遂
行
能
力
を
評
価
し
て
賃
金
に
反
映
さ
せ
る
方
向
を
た
ど
っ
て
い
る
。
戦
前
の
身
分
制
度
は
職
能
資
格
制
度
に
移
行
し
、
職
務
遂
行
能
力
に
よ
る
っ
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
従業員の区分が行なわれて、これは賃金に反映している。いずれの場合も従業員の処遇やキャリアの形成のため従業
員の能力を評価することが次第に重要となってきた。
第三に、柔軟な仕事と人との結びつきを可能としているのは、集団的な仕事の分担、作業長による日常的な作業・
労
務
管
理
（
配
置
、
能
力
開
発
、
交
替
勤
務
の
運
営
、
工
長
や
後
進
の
育
成
、
苦
情
処
理
な
ど
）
、
工
場
レ
ベ
ル
以
上
で
の
労
使
協
議
な
どである。仕事の配分に当って、チーム内における相互協力、公平な負荷の分担、ＯＪＴによる能力伸張機会の付与
な
ど
、
公
理
的
な
基
準
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
定
式
化
さ
れ
て
は
い
な
い
。
他
方
、
特
定
の
困
難
な
仕
事
に
は
能
力
あ
る
者
し
か
つ
け
ないことや、工場、製鉄所、企業レベルでのその時々の要員調整の必要など他の条件も満たす必要があり、これらが
工
長
以
下
の
チ
ー
ム
の
自
律
、
作
業
長
に
よ
る
管
理
、
各
レ
ベ
ル
の
協
議
で
具
体
的
に
処
理
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
柔
軟
な
仕
事
の
配
分は柔軟な組織構造と不可分である。
（参考文献）
（１）とくに、米山喜久拾『技術革新と職場管理』（木鐸社、一九七八年）、稲上毅『労使関係の社会学』（東京大学出版会、一
九
八
一
年
）
七
八
～
二
四
ペ
ー
ジ
。
（
２
）
ア
メ
リ
カ
鉄
鋼
産
業
の
場
合
、
高
炉
炉
前
職
場
で
、
レ
ベ
ル
を
異
に
す
る
六
つ
の
職
務
が
あ
り
、
職
務
編
成
は
細
分
化
さ
れ
て
い
た
。
大
括
り
の
編
成
で
は
集
団
と
し
て
熟
練
が
高
ま
る
一
方
、
職
務
評
価
に
客
観
性
を
期
待
し
に
く
く
な
る
。
米
山
前
掲
書
、
’
九
八
ペ
ー
ジ
。
『日本労働協会雑誌』’九八二年
日経連職務分析センター『職務職能管理の方向と実際』（日経連、’九七三年）
『労務管理通信』’九八一年
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
一一一
Ｄ
機
器
は
、
最
近
時
点
で
、
従
業
員
数
約
三
五
○
○
名
で
、
工
業
計
器
、
空
調
等
の
制
御
機
器
等
を
製
造
・
販
売
し
て
い
る
。
長
い
歴
史をもつ有力企業であるが、同時に「ハイテク」成長企業でもある。
こ
の
企
業
の
労
使
関
係
は
、
民
間
大
企
業
と
し
て
は
や
や
異
例
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
全
国
金
属
加
盟
の
労
働
組
合
が
闘
争
的
な
左
派
リ
ー
ダ
ー
の
も
と
で
、
春
闘
、
夏
季
・
年
末
一
時
金
の
要
求
実
現
の
た
め
、
毎
年
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
な
っ
た
り
、
生
産
工
程
の
変
更
、
工
場
移
転
な
ど
に
当
り
、
合
理
化
反
対
闘
争
を
行
な
っ
た
。
こ
の
指
導
部
の
も
と
で
は
、
賃
金
改
訂
の
際
、
配
分
に
つ
い
て
、
年
齢
別
一
律
配
分
を
実
現
し
、
職
務
分
析
・
職
務
給
も
排
除
し
て
い
た
。
し
か
し
、
一
九
七
五
年
に
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
変
換
が
あ
り
、
そ
の
後
労
使
協
議
に
よ
っ
て
、
他
の
大
企
業
並
み
の
、
生
産
性
向
上
に
関
わ
る
協
力
、
人
事
・
労
務
諸
制
度
の
改
革
が
行
な
わ
れ
た
。
こ
の
制
度
改
革
の
中
で
職
務
分
析
と
職
務
評
価
が
な
さ
れ
た
。
以
上
、
労
使
関
係
の
特
異
点
は
、
企
業
内
労
使
関
係
の
転
換
が
他
の
民
間
企
業
よ
り
一○’一五年程度遅れたことである。しかし、そのため、他の民間企業では漸次な制度変革が、短時日に、相関連し
つ
つ
一
挙
に
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
時
期
か
ら
言
っ
て
、
経
済
の
高
度
成
長
か
ら
低
成
長
へ
の
転
換
、
高
齢
化
の
進
展と定年延長、技術革新等の条件変化に対応する必要があった。その際、職務分析（職務調査）も導入されたので、
仕事と人との結合に関する管理が、諸制度の中でいかに位置づけられ、環境条件変化に対応できたかを示す、ユニー
クな位置を占めている。この事例を取り上げる理由である。
１
事
例
Ｄ機器は、 大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
五
Ｄ
機
器
の
ケ
ー
ス
一
一
￣ 
￣ 
￣ 
第５図昇格制度と能力開発システムの関連（Ｄ社）
大企業における配置と仕事の配分の柔軟性
２
諸
制
度
と
資
格
制
度
Ｄ企業は、労使関係の転換後、
’九七九年四月付で、「能力開
発システム」（教育訓練の体系）、
資格制度、人事考課制度、職務
分
類
制
度
、
賃
金
制
度
、
定
年
延
長
（関連制度を含む）の新設また
は改訂を行なった。これらは、
同時に実施されたことからも解
るよ
うに
、相
互に
関連してい
る。
そ
し
て
、
仕
事
と
人
の
結
合
に
直
接
関
連
の
あ
る
の
は
、
職
務
分
類
制
度
と
資
格
制
度
で
あ
る
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
職
務
分
類
制
度
は
、
企
業
内
に
お
け
る
人
事
・
労
務
管
理
の
た
め
の仕事の分類（またはその適用
一
一
＝ 
￣ 
￣ 
階層 資格呼称 略称 資格対応呼称(名刺） 資格要件 昇格基準(能力開発関連のみ） 能力開発システム（－部）全社共通教育(階層別研修） OJT←自己啓発
管理職層一一指導職層一一
般職層
管理職
３級
管理職
2級
管理職
1級
指導職
3級
指導職
2級
指導職
1級
一般職
4級
一般職
3級
一般職
2級
一般職
1級
Ｍ３ 
Ｍ２ 
Ｍ１ 
Ｌ３ 
Ｌ２ 
Ｌｌ 
０４ 
Ｇ３ 
Ｇ２ 
Ｇ１ 
(担当）
部長
次長
(担当）
課長
課長代理
(担当）
係長
主任
･適性検査
･面接
･論文審査
論文審査
★管理職層への昇格必須条件
Ｏ必修課目←･……………･…
．｢上級指導職研{|曇｣の'１讐了
Ｏ選択必修科目
･通信教育2講座以上修了
★指導職層への昇格必須条件
Ｏ必須科目←……･……･……
．｢中堅社員研修」
Ｏ選択必修科目
･通信教育ｌ講座以上
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
三四
結
果
と
し
て
、
担
当
従
業
員
の
分
類
）
で
あ
る
。
当
社
の
場
合
は
、
そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
職
務
調
査
が
行
な
わ
れ
た
。
Ｄ
社
は
ま
た
資
格
制
度
を
新
設
し
た
。
資
格
制
度
は
、
企
業
内
に
お
け
る
人
事
・
労
務
管
理
の
た
め
の
従
業
員
の
分
類
で
あ
る
。
分
類
の
基
準
は
、
｜
般
的
に
年
功
的
な
も
の
と
、
能
力
主
義
的
（
職
務
遂
行
能
力
を
評
価
分
類
す
る
）
も
の
と
に
類
型
化
で
き
、
当
社
の
場
合
、
で
き
る
限
り、第一一の類型に接近しようと努力しているようである。導入の背景のひとつに低成長による役職ポスト不足対策と
し
て
の
意
味
が
あ
り
、
年
功
を
評
価
す
る
考
え
方
が
含
ま
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。
し
か
し
他
方
で
役
職
に
つ
か
な
い
者
を
含
め
て
、
「資格区分」（能力レベルの基準）を設け能力開発、人事考課、能力給と結合しようとしている点で、能力主義的であ
る
。
資
格
区
分
は
、
三
階
層
（
管
理
、
指
導
、
一
般
）
計
一
○
段
階
に
分
れ
る
。
能
力
開
発
シ
ス
テ
ム
、
昇
格
（
資
格
の
上
昇
）
と
の
対
応
は
第
５
・
図
か
ら
読
み
と
れ
る
。
資
格
区
分
の
定
義
と
そ
れ
に
見
合
う
「
職
能
要
件
」
（
能
力
の
分
析
的
細
目
）
等
が
別
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。
図
の
右
側
の
「
職
種
別
職
能
育
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
は
、
経
理
、
電
気
設
計
等
の
職
種
別
能
力
段
階
別
に
、
要
求
さ
れ
る
知
識
、
技
能
、
習
得
す
べ
き
規
定
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
教
育
訓
練
、
参
考
図
書
等
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
該
当
す
る
職
種
に
つ
い
て
は
、
要
求
さ
れ
る
能
力
の
内
容
を
客
観
的
に
示
す
努
力
が
な
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
職
能
要
件
は
、
人
事
考
課
の
構
成
部
分
で
あ
る
能
力
評
定
の
基
準
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
制
度
と
し
て
は
、
各
資
格
区
分
の
必
要
と
す
る
能
力
の
諸
側
面
を
客
観
化
す
る
努
力
が
な
さ
れているが、職能要件は全従業員を、事務・営業・技術と技能職の一一分類し、それぞれに共通であって抽象的となり、
運
用
い
か
ん
で
は
年
功
的
昇
格
と
な
る
可
能
性
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
昇
格
基
準
で
制
限
を
付
し
て
い
る
も
の
の
、
他
社
の
経
験
に
徴
す
る
と
、
そ
の
適
用
が
ま
た
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
当
社
が
、
職
務
分
類
制
度
と
資
格
制
度
を
並
行
的
に
設
定
し
、
両
者
と
も
に
人
事
・
労
務
管
理
の
柱
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
や
や
特
異
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
民
間
大
・
中
企
業
の
人
事
・
労
務
管
理
の
大
き
な
流
れ
と
し
て
は
、
職
務
分
類
制
度
と
、
と
き
に
こ
れ
を
補
充
第６図新制度の関連（Ｄ社）
開発シスーム
團
凶大企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
誓
霞
部簡略化した。注）
３
職
務
分
類
制
度
と
人
事
考
課
Ｄ社では、職務分類制度が資格制度と対をな
している。職務分類制度に見合う賃金部分は仕
事
給
（
職
務
給
）
で
あ
る
。
職
能
要
件
と
「
職
務
基
準
」
が
見
合
い
、
後
者
は
、
人
事
考
課
の
中
の
業
績
評
定
と
関
連
し
て
い
る
。
会
社
の
資
料
か
ら
関
連
部
分
を
摘
記
す
る
と
第
６
図
と
な
る
。
ま
ず
、
定
例
的
賃
金
に
つ
い
て
は
、
以
前
は
、
年
齢
別
一
律
配
分
が
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
た
め
、
賃
金
の
す
る
年
功
的
資
格
制
度
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
、
職
能
資
格制度へ移行してきたと考えられるからである。
当
社
で
は
、
次
項
の
職
務
調
査
に
つ
き
、
日
経
連
の
指
導
を
受
け
て
い
る
が
、
当
社
で
制
度
改
革
が
進
展
し
始
めた一九七六年頃には、日経連の「新職能資格
制
度
」
の
提
唱
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
事
情も考えられる。
五
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
一一一一ハ
個
人
差
の
大
部
分
は
年
齢
に
よ
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
を
、
生
活
に
対
応
す
る
本
人
給
、
仕
事
に
対
応
す
る
仕
事
給
、
能
力
に
対
応
す
る
能
力
給
に
大
き
く
一
一
一
分
し
た
。
’
九
七
九
年
当
時
の
そ
れ
ぞ
れ
の
比
重
は
五
九
対
一
七
対
二
四
で
あ
っ
た
も
の
が
、
現
在
五
○
対二五対一一五となっている。将来、本人給部分は四五％に低下する計画である。仕事給表は、三職群（事務・技術・
営業、技能・監督、特殊）で、技能・監督職について言えば、七職級あり、各職級は一号俸から三号俸まである範囲
職務給となっている。職務評価は、基準職務については点数法、その他については分類法によっている。
人
事
考
課
は
目
的
別
に
組
み
立
て
ら
れ
、
そ
の
主
な
手
段
で
あ
る
人
事
考
課
表
は
能
力
、
情
意
お
よ
び
業
績
の
評
価
の
三
部
分
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
特
異
で
は
な
い
が
、
業
績
評
定
が
目
標
管
理
制
度
（
Ｄ
社
で
業
務
計
画
制
度
と
よ
ぶ
）
と
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
点
に
工
夫
が
あ
る
。
業
務
計
画
制
度
で
は
、
上
司
と
部
下
が
話
合
い
の
上
、
個
人
の
目
標
が
設
定
さ
れ
、
期
間
後
、
そ
の
達
成
度
を
、
面
接
の
上
相
互
に
確
認
す
る
が
、
個
人
目
標
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
「
職
務
基
準
」
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
課
業
を
分
担
し
、
そ
の
実
行
の
た
め
の
能
力
の
伸
張
の
目
標
も
併
せ
て
設
定
す
る
。
課
業
の
分
担
は
、
職
務
分
類
制
度
の
職
級
（
職
務
分
類
基
準
で
定
義
さ
れ
る
）
を
基
準
と
し
て
い
る
が
、
そ
れ
に
比
較
し
て
難
易
度
が
高
い
場
合
や
低
い
場
合
が
あ
る
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。
弾
力
的
な
仕
事
の
配
分
を
予
定
し
て
い
る
と
言
え
る
。
期
末
に
面
接
が
行
な
わ
れ
、
目
標
と
業
績
の
差
異
が
検
討
さ
れ
、
次
の
計
画
が
合
意
さ
れ
る
。
難
易
度
を
考
慮
し
た
業
績
の
達
成
度
の
判
定
か
ら
業
績
評
定
が
な
さ
れ
る
。
業
務
計
画
で
は
特
定
・
重
要
な
目
標
の
み
が
取
上
げ
ら
れ
る
が
、
Ｄ
社
で
は
、
担
当
す
る
す
べ
て
の
課
業
を
考
課
の
対
象
と
し
て
網
羅
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
人
事
考
課
表
に
よ
る
、
他
の
二
側
面
の
評
定
も
、
一
応
の
基
準
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
能
力
評
定
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
通
り
資
格
制
度
に
お
け
る
資
格
要
件
表
の
職
能
要
件
が
基
準
と
な
り
、
情
意
評
定
に
お
い
て
は
、
資
格
別
の
着
眼
点
が
あ
り
、
協
調
性
、
積
極
性
、
責
任
性
等
が
評
定
項
目
と
な
っ
て
い
る
。
人
事
考
課
表
に
よ
る
考
課
は
、
｜
股
の
も
の
と
異
る
こ
と
は
な
い
が
、
一
定
の
、
そ
の
意
味
で
は
４
職
務
調
査
お
よ
び
仕
事
と
人
の
結
び
つ
き
Ｄ
社
で
は
、
職
務
分
類
制
度
お
よ
び
仕
事
給
の
導
入
の
た
め
、
日
経
連
職
務
分
析
セ
ン
タ
ー
の
指
導
を
得
て
、
職
務
分
析
を
行
な
っ
た
。
職
務
給
が
日
本
の
実
情
に
適
合
し
な
い
等
の
批
判
が
あ
る
と
き
に
、
職
務
分
析
、
職
務
給
を
採
用
し
た
の
は
、
Ｄ
企
業
に
は
職
務
中
心
的
管
理
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
な
く
、
能
力
開
発
、
配
置
等
の
た
め
に
も
、
少
な
く
と
も
職
務
に
よ
る
管
理
を
経
験
す
る
必
要
が
あ
る
と
経
営者が判断したためであった。
職
務
分
析
は
職
務
評
価
の
手
段
で
あ
る
こ
と
を
主
と
し
て
意
識
し
て
行
な
わ
れ
た
。
職
務
分
析
手
続
の
重
要
な
部
分
は
職
務
に
関
す
る
諸
情
報
を
整
理
す
る
基
準
に
当
る
「
職
務
編
成
」
で
あ
る
が
、
Ｄ
社
の
場
合
、
類
似
職
位
（
個
人
担
当
の
課
業
群
）
括
り
型
の
方
式
に
よ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
職
務
評
価
に
お
い
て
、
資
格
要
件
、
責
任
、
阻
害
要
件
を
評
価
す
る
こ
と
か
ら
、
職
務
編
成
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
観
点
か
ら
類
似
し
た
職
位
を
括
り
、
差
異
あ
る
職
位
を
区
別
し
た
。
具
体
的
に
は
、
知
識
・
技
能
の
種
類
の
縦
割
り
の
区
分
と
し
て
職
種
編
成
、
知
識
・
技
能
（
責
任
）
の
程
度
に
よ
る
、
横
割
り
の
段
階
区
分
（
そ
の
数
は
職
務
評
価
に
よ
る
職
級
数
に
見
合
う
）
の
組
み合せにより、職務が位置づけられた。当社の場合は、現状により、すなわち課業再分配を行なわずに職務編成を行
な
っ
た
ほ
か
、
「
仕
事
の
特
徴
、
異
動
・
育
成
等
を
考
慮
し
て
、
比
較
的
大
括
り
に
編
成
し
た
」
と
し
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
職
種
数
が
比
較
的
少
な
く
、
段
階
数
が
中
程
度
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
ま
た
、
連
合
職
務
編
成
と
し
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
仕
事
と
人
の
結
合
の
柔
軟
性
を
維
持
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
重
要
で
あ
る
。
職
務
評
価
は
、
基
準
職
務
に
つ
い
て
は
点
数
法
で
、
内
容
的
に
特
異
な
と
こ
ろ
は
な
い
。
手
続
上
は
、
訓
練
を
受
け
た
職
務
分
析
員
の
絶
対
的
な
尺
度
に
照
ら
し
て
評
価
し
、
対
人
比
較
に
よ
っ
て
い
な
い
点
が
特
徴
で
あ
る
。
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
七
配
置
転
換
が
あ
っ
て
も
職
種
が
大
括
り
の
た
め
職
種
の
変
更
と
な
ら
な
い
場
合
も
少
な
く
な
い
。
配
置
転
換
さ
れ
た
者
に
つ
い
て
は
一
定
期
間
後
職
級
格
付
け
が
や
り
直
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
組
織
の
変
更
に
伴
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
職
級
が
低
下
し
て
も
三
年
間
は
賃
金
を
保障する（従来より期間延長）。
技
術
革
新
に
伴
っ
て
、
仕
事
の
性
格
が
変
り
、
基
準
職
務
を
入
れ
替
え
た
も
の
が
あ
る
ほ
か
、
評
価
要
素
の
ウ
ェ
イ
ト
変
更
が
問
題
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
全
く
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
柔
軟
な
職
務
構
造
は
、
既
存
制
度
で
よ
く
実
現
さ
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
差
支
え
を
生
じ
な
い
。
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
三八
合
意
で
、
評
価
要
素
、
ウ
エ
ー
ト
等
が
決
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
基
準
職
務
の
評
価
結
果
か
ら
「
等
級
分
類
基
準
」
を
導
出
し
、
こ
れ
が
、
基
準
職
務
以
外
の
職
務
の
格
付
け
に
利
用
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
基
準
職
務
以
外
は
分
類
法
で
あ
る
。
つ
ぎ
に
、
職
務
分
類
制
度
と
仕
事
給
を
中
心
と
し
た
運
用
を
み
る
と
、
柔
軟
な
仕
事
と
人
の
結
び
つ
き
が
、
制
度
と
し
て
矛
盾
な
く
処
理
さ
れ
て
い
る
。
第
一
に
、
業
務
計
画
制
度
の
適
用
と
し
て
も
、
ま
た
一
般
的
な
管
理
と
し
て
も
、
管
理
者
・
監
督
者
が
部
下
に
対
し
逐
次
、
困
難
度
の
高
い
課
業
を
与
え
、
部
下
も
そ
れ
を
受
け
入
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
能
力
も
伸
び
る
場
合
、
仕
事
に
つ
い
て
従
前
と
差
異
を
生
じ
る
よ
う
に
な
れ
ば
上
位
の
職
級
に
進
級
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
同
一
職
種
内
で
連
合
職
務
編
成
を
と
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
措
置
は
容
易
で
あ
る
。
ま
た
、
今
日
の
現
場
で
は
、
多
能
工
化
が
進
展
し
、
例
え
ば
製
品
系
列
別
に
機
械
が
並
び
、
そ
の
複
数
の
ラ
イ
ン
に
わ
た
っ
て
分
担
す
る
機
械
工
が
出
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
、
大
括
り
の
職
務
編
成
の
た
め
、
職
級
も
職
種
も
変
更
し
な
い
で
５
示
唆
以
上
、
Ｄ
企
業
の
人
事
・
労
務
管
理
制
度
を
仕
事
と
人
の
結
合
と
の
関
連
で
必
要
な
限
度
で
叙
述
し
た
。
こ
こ
か
ら
導
か
れ
る
示
唆
は
第
三
に
、
当
企
業
で
も
従
業
員
は
長
期
勤
続
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
知
識
・
熟
練
を
発
展
さ
せ
つ
つ
、
上
位
の
職
務
と
資
格
区
分
を
獲
得
し
、
地
位
も
賃
金
も
上
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
が
、
他
方
で
は
、
年
功
に
よ
る
賃
金
と
資
格
も
あ
る
程
度
保
障
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
賃
金
の
う
ち
、
年
齢
絵
部
分
が
大
き
い
の
は
、
そ
の
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
保
障
は
、
従業員の企業へ定着を促進し、モラールに影響すると考えられる。
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
三九
第
一
に
、
左
派
組
合
の
政
策
す
な
わ
ち
、
年
齢
別
一
律
配
分
要
求
、
職
務
分
析
、
職
務
評
価
、
人
事
考
課
の
排
除
の
も
と
で
は
現
行
シ
ステムーー多種の関連ある個別制度より形成されている１１は成立しなかった。Ｄ企業のこれらの諸制度は現在、民
間
大
・
中
規
模
企
業
に
お
い
て
も
広
く
行
な
わ
れ
て
い
る
も
の
と
基
本
的
に
異
ら
な
い
。
リーダーシップ転換後、会社は、人事・労務管理制度の創立と運営について、労働組合と協議した。職務評価につ
い
て
の
苦
情
処
理
手
続
も
あ
る
。
人
事
考
課
に
つ
い
て
も
、
評
価
の
基
準
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
労
働
組
合
は
、
諸
制
度
の
内
容
に
つ
いて発言する姿勢をとっている。
第
二
に
、
職
務
分
析
の
手
法
を
応
用
し
て
、
前
記
の
能
力
主
義
管
理
を
行
な
い
、
技
術
革
新
、
市
場
条
件
の
変
化
と
競
争
に
お
お
む
ね
対処し得ている。叙述は省略したが、従業員の高齢化対策についても同様である。それが可能であったのは、職務編
成
が
異
動
、
能
力
の
伸
張
を
可
能
と
す
る
よ
う
な
大
括
り
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
集
団
に
よ
る
業
務
の
分
担
の
実
態
に
適合した連合職務編成としていることも無視し得ない。職務編成を大括りとすれば、職務が現実に個人に配分される
課
業
と
遊
離
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
Ｄ
企
業
で
は
、
各
職
位
の
主
な
課
業
－
１
す
な
わ
ち
個
人
の
担
当
す
る
主
な
課
業
１
１
に
着
目
し
以下のようなものである。
て類似職位を括っている。
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
の
三
社
は
、
職
務
給
と
の
関
連
で
著
名
な
大
企
業
で
あ
る
。
Ａ
、
Ｂ
は
、
戦
後
間
も
な
く
、
電
産
型
賃
金
体
系
に
代
る
も
の
と
し
て
、
職
務
給
を
導
入
し
た
。
そ
の
後
Ａ
社
は
、
ア
メ
リ
カ
型
の
職
務
給
に
純
化
し
よ
う
と
努
力
し
た
後
、
日
本
的
修
正
を
行
な
っ
た
。
Ｂ
社
は
、
賃
金
表
と
の
結
び
つ
け
で
は
、
幅
広
い
レ
ン
ジ
が
あ
っ
た
。
Ｃ
社
は
、
日
本
に
お
け
る
職
務
給
導
入
の
第
二
の
普
及
期
に
ア
メ
リ
カ
型
の
職
務
給
を
導
入
し
た
。
職
務
給
と
し
て
は
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
で
あ
る
が
、
賃
金
支
払
総
額
に
占
め
る
割
合
は
低
か
っ
た
。
基
本
的
に
は
技
術
革
新
に
よ
る
諸
影
響
に
対
処
す
る
必
要
が
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
成
長
企
業
で
あ
る
Ｄ
社
で
は
、
導
入
の
時
期
も
最
近
である。先行各社の経験をふまえ、石油危機後の環境に対応することを目指した。
各
社
と
も
職
務
中
心
的
な
管
理
を
目
指
し
た
が
、
他
方
で
は
、
大
企
業
と
し
て
従
業
員
の
１
１
職
務
で
は
な
く
１
１
従
業
員
と
し
て
の
地
位
の
保
障
と
こ
れ
に
関
連
し
た
処
遇
を
配
慮
し
て
き
た
。
賃
金
制
度
と
し
て
は
、
属
人
的
な
基
本
給
を
設
け
た
り
、
Ａ
、
Ｂ
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
職
務
に
も
と
づ
く
賃
金
が
、
何
ら
か
の
形
で
増
額
す
る
よ
う
に
賃
金
表
が
組
み
立
て
ら
れ
た
。
資
格
制
度
も
こ
の
よ
う
な
処
遇
の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
最
近
時
点
で
は
職
能
資
格
制
度
に
移
っ
て
き
た
。
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
四
○
多様な人事・労務管理制度は、職務基準および職能要件に連って、能力主義管理のサブ・システムとなっているが、
こ
れ
ら
諸
制
度
の
内
部
お
よ
び
、
制
度
外
に
、
年
功
に
よ
る
処
遇
の
保
障
も
ま
た
な
さ
れ
て
い
る
。
（参考文献）
『職務研究』’九七九年、八一年
Ｃ
社
『
賃
金
・
人
事
制
度
の
改
菫
こ
六
総
括
職務給は職能給化する。
職務給制度は、その最初の手順として、職務編成（管理単位の設定）が必要である。職務分類制度を人事・労務管
理
の
基
礎
と
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
同
様
で
あ
る
。
こ
の
職
務
編
成
は
、
組
織
に
お
け
る
仕
事
と
人
の
結
合
の
実
態
と
し
て
、
個
人
に
割
当てられる仕事が確定している場合、または、大きな装置やシステムの一定の範囲の仕事を固定して受持つ場合は容
易
で
あ
る
。
Ａ
、
Ｂ
、
Ｃ
は
装
置
産
業
で
あ
る
た
め
、
企
業
の
主
要
業
務
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
近
い
状
況
が
あ
る
場
合
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
装
置
産
業
の
現
場
で
も
、
Ｃ
の
場
合
の
よ
う
に
、
チ
ー
ム
で
一
定
の
仕
事
を
分
担
す
る
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
困
難
度
を
異
に
す
る
課
業
も
あ
る
。
大
量
生
産
以
外
の
機
械
産
業
の
職
場
や
事
務
管
理
部
門
で
も
、
課
・
係
・
班
な
ど
の
チ
ー
ム
で
仕
事
を
分
担
し
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
こ
こ
で
も
同
じ
よ
う
な
実
態
に
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
的
職
務
給
に
合
理
性
を
認
め
た
、
Ａ
、
Ｃ
で
は
、
当
初
か
な
り
細
分
化
さ
れ
た
職
務
を
設
定
し
て
い
た
が
、
そ
の
後
、
大
括
りの職務編成、あるいは、職能的職務編成をとるような制度変更を行なった。括りは、垂直的方向にも水平方向にも
な
さ
れ
た
。
こ
の
変
更
は
、
も
と
も
と
の
仕
事
と
人
の
結
合
の
実
態
に
加
え
、
技
術
革
新
や
、
要
員
削
減
、
多
能
工
化
政
策
、
行
動
科
学
の影響などによるものである。縦横に大括りとすれば、それによって技術変化、市場条件の変化による課業の変動に
か
か
わ
ら
ず
職
務
が
安
定
す
る
（
Ａ
、
Ｃ
、
Ｄ
社
）
。
し
か
し
他
面
で
は
、
同
一
職
務
の
中
に
困
難
度
を
異
に
す
る
課
業
が
生
じ
、
能
力
に応じてそれが配分され、これを賃金に反映しなければならないとすれば、職務遂行能力を評価せざるを得なくなり、
こ
の
よ
う
な
過
程
で
、
Ｂ
企
業
が
一
時
期
採
用
し
た
課
業
に
よ
る
評
価
は
、
客
観
的
な
課
業
を
介
し
て
、
職
務
遂
行
能
力
の
位
置
づ
け
を
行
な
う
意
味
を
も
っ
て
い
た
が
、
厳
密
な
こ
の
方
法
も
放
棄
さ
れ
て
し
ま
う
。
管
理
の
困
難
さ
も
あ
る
が
仕
事
の
実
態
が
さ
ら
に
流
動
化
し
て
き
た
こ
と
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
四
一
大
企
業
に
お
け
る
配
置
と
仕
事
の
配
分
の
柔
軟
性
四二
Ａ
．
Ｃ
社
で
も
事
情
は
同
様
で
あ
る
。
Ａ
社
の
一
時
期
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
誰
で
も
、
ど
こ
で
も
、
な
ん
で
も
」
は
、
柔
軟
な
仕
事
と
人
の結合を最近時点の企業が目指していることを示している。困難な課業を行なうには、知識・経験等がなくてはなら
ず
、
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
そ
の
ま
ま
実
行
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
が
、
配
置
や
仕
事
の
分
担
が
き
わ
め
て
流
動
的
に
な
る
と
能
力
そ
の
も
の
の
評
価が重要とならざるを得ない。
柔
軟
な
仕
事
と
人
の
結
合
は
、
市
場
の
変
動
、
技
術
変
化
、
高
齢
化
の
影
響
を
吸
収
し
、
職
業
的
能
力
の
発
展
な
ど
の
従
業
員
の
欲
求
も
実
現
し
て
き
た
。
し
か
し
、
他
方
で
は
、
固
定
し
た
職
務
と
関
連
し
て
労
働
者
が
身
に
つ
け
た
熟
練
や
権
利
は
維
持
で
き
な
い
と
い
う
問
題
や
、
集
団
的
に
仕
事
を
担
当
す
る
た
め
に
集
団
と
個
人
の
調
和
を
欠
く
こ
と
が
あ
り
う
る
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
柔
軟
な
仕
事
と
人
の
結
合
を
集
団
主
義
な
ど
の
文
化
的
要
素
で
説
明
す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
少
な
く
と
も
戦
後
の
限
ら
れ
た
期
間
を
と
っ
て
も
、
柔
軟
性
の
内
容
に
変
化
が
あ
る
こ
と
が
見
落
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
付
記
本
稿
準
備
の
た
め
法
政
大
学
特
別
研
究
助
成
金
（
昭
和
六
○
年
度
）
を
利
用
し
た
。
